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り 地域 社 会 に 貢献 す る
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（協）千 葉 電 設 協 会 だ より （１）

ご 挨 拶

千 葉 市 長 松 井 旭

こ の度、 協同組 合千葉電設協 会には、 会報 「千 葉電 設協会 だより」 第十 三号を発刊

さ れ ま した こ と
、
心 か ら お 祝 い を 申 しあ げま す。

貴協 会皆 様方には、 日頃より 岩崎理事長さんを先頭 に一致協力 され、 様 々な 課題に

積極的 に取 り組ま れ、 業界の発 展に努められますとと もに、 市 政に対 しま しても多大

な る ご支 援 ・ ご協 力 を 賜 っ て お り ま す こ と、 心 か ら 敬 意 と 感 謝 の 意 を 表 す る 次 第 で あ

り ま す。

さて、 最 近 の 災害 発 生 状 況は、
急 激 な 社 会環 境 の 変 化 ・都 市 化 の 進 展に 伴 い ま して、

そ の 態 様 は、 複 雑 ・ 大 規 模 化 の 傾 向 に あ り ま す が、 こ の 度 の 台 風 等 に よ る 集 中 豪 雨 に

より、 全国各地に大きな被害をもたら したのであります。

被災され ま した 方々に心から お見舞い申 しあ げます とともに、 一日も早 く復旧され

ますよう願っている次第であります。

本市 にお きま しても、 市民の 方々の防災に対する関 心が、 かつてない程 の高まりを

見せている 中で、 「安全で災害 に強いまちづくり」 の 推進を市政の重要施 策に掲げ、

都市の安全 性の確保を主体と して、 各種災害の未然防 止策の推進に積極的 に取り組ん

で い る と こ ろ で あ り ま す。

このよう な中で、 貴協会には、 去る八月 に、 災害発 生時の設備機能の確 保や復旧を

早期に図り、 市民の安全が確保 できるよう、 「災害時 における応急設備工 事等の協力

に関する協 定」 を締結 していた だきま したこと、 誠に ありがたく、 本市の 防災対策 が

一層強化されるものと確信いた しております。

どう か皆 様方に は、 景気の低 迷 が続き極めて厳 しい 経済情勢ではありま すが、 さら



（２） （協）干 葉 電 設協 会 だ より

に一致協力 され、 業界の発展に 努め られますとともに、 市 政に対しまして も 一層の ご

支援・ ご協力を賜りますよう心か らお願い申しあげる 次第 であります。

おわり に、 協同組 合千葉電設 協会の今後ます ますの ご発展と 会員 皆様方 の ご健勝・

ご活躍 をお祈りいた しま して ご挨拶といたします。

謬



（協）千 葉 電 設 協 会 だ より （３）

川 遊 び の 思 い 出 （そ の３）

千葉市都市整備公社 副理事長 小 川 俊 夫

今 年の 川 は 魚 影 が濃 い と
、 い
つ も の 川 か ら ニ ュ ー ス が入 り ま した。 さっ そ く 仲 間 が

寄り 合って の協議となり、 その 内容を集約すると、 今 年は先 ずいつものポ イント （北

上 山 中、 安 家 川） で 成 果 を 得た の ち、
後 半
、 新 規 の 場 所

を開 拓 しよ う とい う こ と に なっ

た
。

東 北 地方 の 地 図 を ひろ げ じっ と 眺 め て い る と、
目 に う つ る の は 山 と 川 ば か り、 今 更

な が ら な ん と そ の 数の 多 い こ と か、 そ ん な 時、 ずっ
と 以 前 山 形、 秋 田 の 県 境 に あ る 鳥

海山 の山麓周辺に は天然 良型の イワナがいるという話 しを思 いだした。 地 図をよく見

ると 両県側 共に沢 が多く どちら にするか迷った が、 帰 途の里程も考慮に入 れて今年は

山形側 の日 向川を 攻めることと し、 さらに詳 しい現地 情報を 入手すること に した……

・ 。 。 ● ● ●

ｏ

梅 雨 の最中の６月末、 北 上山 中の安家 川でイ ワナ釣り を 楽し んだので ある が、 今回

この川 での一番の 収穫は餌取り の場所を知ったことで ある。 いつもは早朝 一時間以上

かけ、 冷た い雪解 け水の中に手 を 入れて川虫をとる が、 今回 は土地の人が 川虫の集団

発生 している所を偶 然に見付 けた そうで教えても らい ま した。 但 しその場 所は、 す ご

い急 流 の と ころ で、 片 手 を岩 に、 も う 一 方 の 手 でタ オ ルを 持 ち、 流 さ れ な い よ う 足 場

を固めたう え で川 虫のいる所を 一閃す るのである。５～６回くり 返して餌箱は 一杯にな

り、 その 間５分 未 満 で いつ も の 時 間 を 大巾 に 短 縮す る こ と が で き た。 こ の お か げ で、

その分貴重 な朝ま ずめの時間帯 に釣りをするこ とができ、 イ ワナ３０匹程の釣 果を挙げ



（４） （協）千 葉 電 設 協 会 だ より

る こ と が でき た
。

翌日 場所 を移動 して前記鳥海 山麓に直行 した。 秋田 道に入ったあたりか ら雨 が降り

出し目 的地 八幡町の山荘に着い た時はかなりの雨 となった。 温 泉に入り床 に就いたあ

たり か ら 雷 が鳴 り だ し ドシ ャ 降 りと なっ た が、 日 中 の
疲 れか ら か ぐっ す り と 寝 込 んで

し ま っ た。

早朝 目が覚めてか らも雨は降り 止まず目的の 釣りは断念、 帰途につくこと にした。

途 中、
一 寸 した ハ プニ ン グ が あっ た の で紹 介す る。 寒 河江 市 に ある 道 の 駅に 寄り 昼

食を と ろう と した と き の こ と、 こ の 季 節
は さく ら ん ぼ の シー ズ ン で あっ た ・ め か 駐 車

場は 満 杯、 やっ
と 空 い た と こ ろ を 見 付 け、 食 堂 に か け つ け

た の で す が 満席、
立 ち 喰 い

そ ばで 我 慢 を し、 み や げ に
と一サ ク ラ ン ボ店 を の ぞ い た と ころ、

粒 が そ ろっ てき れ い に

箱 に 入 れ た も の がｌｋｇ５０００円 だと い う。
一 緒 に い た 仲 間 の も の が 千 葉 の デ パ ー ト の 方 が

安いみたい だという話 しをして いた ら、 それを聞いて いた土地の人と思わ れる 方が声

をかけてきて、 「さくらんぼを買うのならこの先の畑に行くと安く売ってもらえるよ」

と 教 え て く れ た。

昨夜来の 大雨で黒く濁流化し た最 上川 の川べり はさく らん ぼ畑一面で、 その畑 の中

から
、
さ く らん ぼを 買 っ て 下 さ い と 声 が か ・っ て き ま し た。 車 か らお り てｌｋｇい く ら で

す か と い う と、
声 を か けた 年 寄 り 夫 婦 は い い に く そ う に１０００円 で い い よと 云 う。 先程

見た値段 と あまり に違う ので、 年寄りを だま して買っ たのでは悪 いと考え 誰れか若い

人はいま せ んかという と、 伜の嫁 だと いう人を連れて きた。 事情 が解った のか年寄夫

婦 の いう 通 り で買 っ て 下 さ いと い う。 私達 は１５ｋｇ程 買 う こ と に し た が、 そ の 場 の も の

では量が足 りなくて嫁 さんがご 亭主を 呼び出 し畑へ さくらんぼを採りに行 った。 やが

て 箱 づ め も 終 り、
金 を 支 払 っ て 帰ろ う と し たと き、 伜

が 「い っ ぱい 買 っ て も ら っ てあ

り が と う。
こ れ を 持 っ て 帰 っ て 下 さ い」 と いっ て さく ら ん ぼの 枝 （１ｋｇ位 なっ て い た）

を２本 切 っ て く れ た。

けい 流 釣 り が目 的 の 旅 で あ っ た が、
今 回 こ の よ う な ハ プニ ン グ が あ っ た こ と に つ い



（協）千 葉 電 設協 会 だ より （５）

て何 か心温 まるもの があり紹介 したのでありま すが、 いつか機会があった らまたあの

年寄り夫婦に会って見たいものだと思いました。
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（６） （協）千 葉 電 設協 会 だ より

ツ ア ー 旅 行

千葉市住宅供給公社 常務理事 三 橋 功

株価 の下 落や、 円安が続く 中、 住 宅着工戸数の 減少、 設備投資の減少な ど厳 しい経

済状 況 の元 で、 い つ に なっ た ら 景気 が 回復 す る の か、 先 行 き 不 透明 な 中 で、 協 会の 皆

様方も 大変なことと 思います。

こ の 所、
為 替の 変 動 が 目 ま ぐる しく、 １

ドル１４７円 だっ たの が、 ｍ 円
以上も 高 く な り

、

１３０円台 で 高 く な っ た り、
安 く な っ たり 日 毎 に 変 わっ た。

夏の 終 り 頃 を 予 定 と して
、
三 か月 前 に 旅行 の計 画 を した。 小 渕 内 閣 に な る と、

円 安

は１５０円 か ら１６０円 ぐ らい に な る の で は な い か と 聞 い て は い た が、
丁 度
、
出発 の 時 は 円

安 の ピ ー ク だっ た。 旅 行 先 が３ヵ 国 だ っ た の で 成 田 空 港 で 両 替 す る。 １ポ ン ド・２４７．９２

円、 １フ ラ ン ・ ２７．１５
円
、
リ ラ は

、 １００
リ ラ に つ き９．３７

円 だ っ た。 リ ラ に 両 替 す る と、 １

万 円 も１０万 単 位 にな り、
大 金を 持 っ た よ う な 気 分 にさ せ られ た。 逆 に ポン ドに で も 両

替す る と
、 １
万 円 も たっ た４０ポ ン ドで、

何 か 損 を し たよ う な 気 分 にな る。 お 金 の価 値

観 は、 そ れ
ぞれ の 国 に よ っ て 違 う も の であ り、 そ う 感 じる の は 貧 乏 人の

ひ がみ な の だ

ろ う か 。

成 田 空港 を 夕 方 た ち、 １２時 間 ほ どの フ ライ ト、 時 差 が７時 間 遅 れ の ある パリ ・ ド ゴー

ル 空港 に 着 い た の が２３時 頃 だ っ た。
ホ テ ル に 向 か う べ く バス か ら、

市 街 に 入っ て 目 に

付 い た の は、
エ ッ フ ェ ル 塔 だっ た。

地 上 か らア ン テ ナ ま で３２１メ ー トル あ る と い う 塔

が 黄 金色 に ラ イ トア ッ プ さ れ、
あ ま り 高 い 建 物 の 少 い こ と と、 周 囲 の 広 大 な 空 間 の せ

い か 一 際 目 立 ち 印 象深 か っ た。 そ して、
塔 には
、 ２１
世 紀 ま での カ ウ ン ト ダ ウ ン４９５日



（協）千 葉 電 設 協 会 だ より （７）

の大きな数字も目に付いた。

東 京 タ ワ ー の ラ イ トア ッ プ も 素 晴 ら し い も の だ が、 街 の 中 と いう こ と と、、 他 の 高 い

建 物 や、 ネ オ ン の 明 か る さ に よ っ て、
際立 っ て 目 に 付 か ず 趣 の 違 っ た 感 じ が し た。

し

か し、 東 京 タ ワ ー は、 都 市 景 観 と し て 株 が 上 が っ て い る と 言 わ れ て いる。 臨 海 部 が 開

発 さ れ て か らは、 東 京 タ ワ
ー が 方 角 を 確 か め る 牟 め の ラ ン ドマ ー ク に も な っ て いる よ

う で す。

私 は、 建 築 畑
と い う 仕 事 上、 必 ず

と いっ て い い ほ ど 建 物 に関 わ っ て い る。 旅 に 出 て

も神社仏閣、 歴史的建築物な ど様々 な建物 を見ている。 今は、 それも趣味 の一つとし

て い る 。

今 回 は、 ツ ア
ー 旅 行 に 参 加 し て、

ベ ル サ イ ユ 宮 殿、 ル ー ブ ル美 術 館、
オ ル セ ー 美 術

館、 イ ギリ ス で は、 ウ イ ン ザ ー 城、 イ タ リ ア では、 サ ン ピエ トロ 寺 院 な ど、
様 式 や 巨

大 な ドー ム、 天 井 や 壁 に お け る 絵 画、 彫 刻 な ど、 た だ た だ驚 く ばか り で、 言 葉 で は 言

い 尽く せない感動を 覚えた。

スペ イ ン の建 築 家 ア ン トニ ・ ガウ デは 「建 築 と は、 いま だ 存 在 しな い 有 機体 を 創 造

す る こ と だ。 」
と いっ て い る。

こ れ か ら も、 旅 と と も に今 は、 存 在す る 建 物 の 鑑 賞 を 趣 味 と して、
多 く の建 物 を 見

て い き た い と思 っ て お りま す。

終りに、 ㈱千葉電設 協会のます ま すの発 展と会 員皆様方の ご活躍を祈 念申 し上げま

す。

６

’．

ず



（８） （協）千 葉 電 設 協 会 だ より

こ あ い さ つ

千葉市都市局建築部部長 道 塚 元 嘉

貴 会員 の 皆 様 方 に は、
益 々 ご清 栄の こ とと お 喜 び申 し 上 げま す。

日 頃 は、 た だ な ら ぬ 経 済 環 境 の 中 にあ っ て、 業 界 の 発 展 に た ゆま ぬ 努力 を重 ね られ

ますととも に、 本市の施設整備 に積極的に ご尽力 いた だき心から敬意と感 謝の意を表

する 次第 で す。

さて、 私 も行 政の立場で建築 に携わるよ うになっ て、 はや足かけ二十八 年になりま

し た が
、
そ の 年 月 を振 り 返 っ て 最 近、

職 業 に つ い て 考 え る こ と が あ り ま す。 そ れ と い

う の も
、
わ が家 は

、
父の 代 ま で 七 代 続 い た 大 工 職 の 家 系 で

、
私 も 建 築 の 道 を 歩 み、 長

男 も ま た 建 築 を 志 し 社 会人 と なっ て い る か らで す。

さ か の ぼ り ま す と、 封 建 時 代 に は 職業 は 身 分的 に定 め ら れ てお り、 し た がっ て
一 定

の 職業につ くためには、 原則 と してその職業につきう る身 分の家に生ま れる こ
とが必

要 であ っ た よ う で、
ま た 同 じ理 由 か ら

、
職 業 は 世 襲 的 に 従 事 さ れる の が 普 通 で、 百 姓

の 子 は 百姓、 職 人 の子 は 職 人、 商 人 の 子
は 商 人 と き め ら れ て い ま した。 こ の よ う な制

度のもとでは、 今日一般に認 め られている職業選択の 自由は、 身分的な秩 序を乱すも

の と して 禁 じ ら れ てい た の で す。

ところで、 職人という 技術 者 の発 生は日本では十二 から十三世紀のころ とい われて

お り ま して
、
十 六 世 紀 の 豊 臣 秀 吉 の 時代 に身 分と して 定 着 し、 十 七 か ら 十 八 世 紀 に、

都市を中心 とした職人の文化が 展開されるこ とになり ま した。 職人社会で 特に重要な

も のは
、
技 術 の 伝 授 ・ 修 練 と 仲 間 の 秩 序 維持 の た め の徒 弟 制 で し た。 徒 弟 は、 １２～１３



（協）千 葉 電 設 協 会 だ より （９）

才から親方 のもとに弟子入り し、 その家に寄宿しなが ら家族の一員と して 技術 の習得

と家事労働 に従うものでありま した。 そ して一定の年 季、 多くは十年の奉 公をおえて

初めて一人 前の職人となり、 親 方から営業の鑑札をも らい、 仲間の承認を 得て独 立す

る こ と が で き た よ う で す が
、 そ の後

も 技 術 を み がき 人 間 を 練る た め に
、
旅 に出 て よ そ

者職人・渡 り職人として一定期 間の体 験をもつ 義務が あったとのこと。 こう した 厳し

い生活を通 して、 職人気質というもの が形成されてい ったわけですが、 私 の祖先 たち

も、 代 々 こ のよう に して なりわ い を 営 んで き た こ と に、 今改 め て 思 い をは せ てい ま す。

ひる が え っ て 今日、 キ ツ イ ・ キ タ ナ イ ・ キ ケ ンな こ と が 疎 ま れ て 随 分 と 久 しく なり

ま したが、 先行き に不 透明感が漂う、 現在の日本の す がたをみる につけ、 伝統 に根 ざ

した真のも の作り から遠 ざかっ て しまっ た経 済偏重 の 世相 を憂える のは、 私ばか りで

しょ う か。 な んと か、 一 日 も 早 い祖 国 の 再 建を 心 か ら望 み た い と 思 いま す。

二十 一世紀を目前 に して、 様々 な変革の波が私達 に、 既成の枠組み からの脱皮を 迫っ

て い ます。 業 界 に お か れ ま して は、 ど う か こ のよ う な 時 に こ そ、 日 々 の研 鐙に よ っ て

培われた優 れた技術力 を遺憾なく発揮 され、 先見の 明 をもっ て建 築ビック バンの 荒波

を力 強く 乗り越えていただきたいと 切に願うも のです。

終り に、 協同組合千葉電設協 会の ご盛運と会員皆 様 方の一層の ご活躍を お祈り 申し

上 げます。
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００） （協）千 葉 電 設 協 会 だ より

雑 感

都市局建築部 電気設備課課長 佐 々 木
口
了

少 し、 時 期
を 過 ぎ ま し た が、

ベス ト セ ラー と なり ま した 渡 辺 淳 一 の
．
「失 楽 園」 を読

み ま した。

日本経済 新聞の朝刊 に連載さ れた当時から、 随分話 題になってお りまし たが、 発刊

さ れる と 間 も な く、 映 画 や テ レ
ビで 放 映 さ れ、 さ ら に 拍 車 が掛 か りま した。

微妙に揺 れ動く男女の葛藤と 共に、 現実と夢がた く みに交叉して、 否応 無しに物語

の高まりを盛り上 げているように思いま した。

小 説のな かで、 主人公 の二人 が伊豆の修善寺へ旅 行 し、 入母屋造 りの能 舞台と、 池

を配した春 燗漫の閑寂な宿で、 幽玄的な一夜を過す 情 景は、 今も記 憶に残 っておりま

す。

修 善 寺 に は、
空 海に よ っ て 開か れ た 由 緒 あ る お 寺 があ り ま す。

岡本綺堂 の 「修禅寺物 語」 でも知 られているとおり、 源氏一族が 滅亡の 道をた どっ

た悲劇の寺 としても有名 な修禅寺があるところです。

そ して、 そ の 温 泉 は 千 年 以 上 も 昔、 弘 法 大 師に よ っ て発 見 さ れ た と 云 わ れる 古 い 温

泉郷 で、 梅 や 桜 が 実 にき れ い な 所 です。

梅 や 桜 は、 紅 葉
と 並 び 称 さ れ る ほ ど、 い に し え の世 か ら、 和 歌 や 俳 文 学 の 題材

と し

て多く詠まれてきております。

四季折々の節目に彩る自然界の絵姿が、 花鳥風月 に代表される繊細な情感となって、

とりもなお さず人々の心 を魅了するのかも しれません。
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千葉 電設 協会 だより が発行 さ れる 頃には、 山里 から紅葉 の便りが聞かれるものと思

い ます ので、 三夕 の歌 の一つ である藤原定 家の歌 を紹介 します。

見渡 せば花も紅葉もな かりけり

浦の苫屋の秋 の夕暮 れ
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０２） （協）干 葉 電 設 協 会 だ より

仕 事 と 趣 味 と 健 康

協同組合 千葉電設協会 副理事長 桜 田 尚 栄

光陰矢 の如 し、 と云い ます が、（励千葉電 友会 が発足 したのが昭和六 十年 （Ｈ９年、 ７

月 ㈱千葉電設協会と名 称変更）、 早いものでもう十三年 になります。

私自身昭 和四十四年電気工事 業を創業 してよりまも なく三十年になろう と しており

ま す。

私は今で は昔の話しになりま す が、 自分の一生の仕 事を選ぶに関 して、 こ れからの

仕事で成長 する企 業は何だろう と考え、 電気と自動車 であると思いま した。 そのうち

の電気を選んだわけですがやはり 世の中はその通りに進みま した。

仕事は本 質的に二つの側面を 持っているといいます。 一つ は人間と して の生計維持

手段と二つ目に社会的役割の側面です。

人が活動 している時間の大部 分 を仕事に費や しているわけ です が、 人は そ こで自分

の能力を生か し、 仕事の中に生きがいをみつ けようとする ものです。

又、 吾々 技術屋は一つのもの を仕上げること により、 人に は言えない自 己 満足をお

ぼえます、 こう して人は仕事を通 して自己を 知り評価 し又友を得てゆき ます。

理論的に は どんな職業も本質 的 には同等 であ り、 そ れぞれ社会的に役 に立っ ている

はずです。 特に電気工事業は公益 事業であり、 社会全 体に寄 与 しておると 自負 してお

り ま す。

私の仕事 も一口に三十年とい いますが三十年は永い 様であっという 間に 過 ぎた感じ

が致 しま す。



（協）干 葉 電 設 協 会 だ より ０３）

さ て 人 に は仕 事 の 他 に、 そ れ ぞ れ 趣味 を 持 っ て いる と 思 い ま す、 又 中 に は 無 趣味 を

自 慢しておる 人もおります が。

今 の 地 球 上 の 人 間 社 会、 大 気 汚 染 に 合せ てス ト レス の か た ま り です。
そ のス ト レス

を 解消する 為に、 この趣味と いうす ばらしい 治療薬が 一番 良くきくとい わ れておりま

す 。

バイ ア グ ラ 等、 新薬 で
良く きく 薬 も あ る そう で す が。

人間の体はそれぞれ病を沢 山か かえて生存 し続けてお ります。

昔は人生 五十 年といいま した が、 今は男子 平均寿 命 も七 十八歳にも延び て来ており

ま す、 といいますと普通だれでも平均寿命 までは生きる わけです。

私は趣味 を人並以上に持ち過 ぎております が、 会員 の皆 様もぜひ此の治 療薬 をお使

い に な ら れる こ と を お す す め 致 します。

そ してよ り良い人生をよりよ い楽 しみと共に広く良 い友達の輪を造り、 併せて健康

を加味 し、 す ばら しい人生を享受することをお奨め致 します。

健 康 あ っ て こ そ、 お の れ の 趣 味、 そ して 健 全 な 仕 事 と つ な がる の で は な い で しょ う

か
。

愚
、
　巡



０４） （協）千 葉 電 設 協 会 だ より

趣 味 と 生 き 甲 斐

モデンエ業株式会社 代表取締役 関 泰 雄

趣 味 に も 色 々 あ る。 他 人 の 悪 口 を 言う く せ のあ る 人、 こ れは 悪 趣 味 の部 類 に 入り、

こ う ゆ う 人 は、 何 れ年
を 取 っ て、 ふ と 気 が 付 く

と
、 本 当 に 親 しく つ

き 合 え る 友 人 が周

り にい な い の に 気 付 く の で は な い か。 小生、 農 家 の
生 ま れ の せ いも あ ろう か、 動植 物

に 非常 に興 味 を い だい て い る。 幼 少 の 頃 は、 メ ジ ロ、 ホ ウ ジ ロ、 ウ グ イ
ス 等 を 追 い か

け廻し小学校 時代、 家へ帰って勉強 した記憶は全くない。

た ま に勉 強 しろと 母 親 に 叱ら れ た こ と、 そ して 旧 制 中 学、 工 専
と 学 び社 会人 と な り、

独 立 し て 商 売を やる 様 にな り、 し
ばら く して か ら 持 っ て 生 れ た 性 格 が ジ ワ ジワ と 出 始

め た
。 今
を 逆 昇 る こ と２８年 以 前 にな る か 自 宅で 日 本 鶏、

洋 鳥
、
ヒ マ ラ ヤ の 紅キ ジを 始

め と して、 数 十 種 類、 合計 で２００羽 近 く
を飼 育 し

、
玉 子 か ら雛 を と り 育 てる、

こ れを

幕張の輸入 業者 に卸すところま で行っ た。 仕事が多忙 のな かで行う 関係 上、 手作りの

自動温 度調節器付育 成器又５００ケの 玉子 が入 る自動 鶏卵 機等も 購入設置 した。 どこで

聞 いて 来た の か、 Ｎ田（の プロ デュ ー サ ー が 訪 ね て 来 た 事 も あ る し、 九州 大 学 の 学 生 が

２人程 訪ね て来 た事もあ る が、 と どのつま りは入梅 時期に悪 臭が多く 出ると言 う家庭

内 の 苦 情 が あり、 言 い 合の 結 果、 １対３で 破 れ、 止め る 結 果
と な っ た。 現 在 は 鳥 よ り２

年 前 か ら や っ て い た 錦 鯉 （一 番 大 き い も の で９０ｃｍ） 約３０匹 が幸 に も 残 っ て い る。
飼 育

池 も 当 初、 水 量 に て５０ト ン、 ３５ト ン、 ３０ト
ン３面、 平 時小 型

ポン プ 稼働７台、
電 気料 金

１ヵ月１０万 以 上 で あっ た。

その後の 記憶も新 しいが、 関 東東方沖地震 発生、 当 家が高 台にある 関係
で万一大地



（協）干 葉 電 設 協 会 だ より （１５）

震により池 が壊れ水が流水した 場合、 近所に迷惑がか かる趣 味もいいかげ んに しろと

こ れ ま た 家 庭 内 で１対３で 破 れ、 現
在３５ト ン の 池１面 だ け を 残 す 結 果 と な っ た。 お 陰で

電気料金の 支払額 も少なくなり、 最近は家族が上機嫌 な毎日 であります。 ロータリー

クラ ブに入会する と新人は必ず３０分の卓話 をさせられます。 タイトルは自分 の好きな

もので良い 訳で、 小生職業柄省 エネ卓話を考えていた のだが、 錦鯉の観賞、 卵からの

子 取 ワ の 仕 方、
血 統 の 見 方、 餌 の や り 方、 病 気 の 治 療 法、

健 康 管 理
、 浄
化 槽 に よる 水

作 り
、 池 の 環境 整 備、 そ れ 等

を 充 す た めの 池 の 作 り 方
、
構 造 等 を 講 話 し た と こ ろ、 ア

ン コ ー ル の 希望 者 が 多 数 と な り、 結局１年 間 に３回 や ら さ れる 結 果と な っ た。

ひと 通り話すと なると２時 間３０分位 の時 間が 必要であ る のだ が、 錦 鯉 は始めて から

今 年 で 約３０年 に なる の で、 その 間 い ろ いろ と 勉 強 して い る 訳 で 整 形 手術 も あ れ ば、 重

い病 気 の 時 は、 注 射 もす る。 近 年 不 景気 の せい で 高 い 鯉 を持 つ 人 が 少 なく な っ た の で、

頼 ま れ ごと が 殆 ん どな く なっ た。 鳥、 鯉、 植 物、 こ の 紙面 で は 書き 現 せ な い 詳 し いこ

と を 色々 と 経 験、 勉 強 して 来 て い る が、 ど ち ら か と 言 う と 小 生、 凝 性 な の で や り始 め

た ら と こ と ん 迄 や る 性 格 で あ る。

振り返っ てみる と今の自分の 職業は不向きで、 む しろ大工 とか漁師にむ いていると

１５才 位 の 時 に 人様 よ り 言 わ れた 事 が あり 今 も
、
そう 思 っ ている。 趣 味

と言っ て も 所詮、

動植物は生きものであり、 愛情と研究心が最も必要であ る。

総てがう まく行 っている時は 生き生きとなり、 そこ から満足感が生まれ それによっ

て 仕 事 の 事 も 忘 れ られ る の で あ る 意 味 で の ス ト レ ス の 解消 に も な る の で は … …。 こ れ

か ら や り た い 事
、 関
心 を も っ て い る も の が 沢 山 あ る の で、

で き る だ け 多く の 時 問 を自

分 の 好 き な 趣 味 に ま わ さ れ る 様 心 がけ た い、 そ れ が 現 在、
私 の 生 き 甲 斐 で も ある。



０６） （協）千 葉 電 設協 会 だ より

変化する市場の中で生き残るには１！

「リニューアル市場への取組み」

松下電工株式会社 千 輔 材営業所所長 岩 本 雅 充

’９０年 の平 成 景 気 が崩 壊 した あ と、
一 貫 し て 減 少 して い た 非 住 宅 の 延 床 面 積 も’９７年 に

は千 葉県に於 い ても１０５％と 若干の明 るさを取 り戻して おりま すが、 ま だまだ業 界を

取り巻く環境 は大変厳 しく 県内のオフィス ビルもス トック過剰で、 今後も 新設需要の

伸 びは期待 できない状況です。

要因 別 に み る と、
ま ず
、
建 設 需 要 の 長 期 減 少 ・ 公 共 投 資 は年５％ 減・ 住 宅着 工 は１６４

万戸 か ら１３０万 戸 へ ・ 民 間 ビ ル は 横 ばい の 状 況 で す。

次 に、 個 人 消 費 の 低 迷、 さ
ら に
、
少子 高 齢 社 会 の到 来 で す。 ２人 で１．４３

人 ・６５歳 以 上

が１５．６％ ２００７
年 を 境 に 総 人 口 の 減 少 がは じま り ま す。

この様な 環境 の中で、 今後期 待さ れる伸
びる市場が ございます。 これ がリニューア

ル 市 場 で す。

高度成長 期に建設されたビル のオフィス 環境の質的 向 上を狙っ た投資 が 今後の業界

を 支 える 大 き な 柱 にな っ て 参 り ま す。

今や リ ニ ュ ー ア ル 市 場は、 ５兆円 規 模
に成 長 して お り、 非 住 宅 市 場 完

工 高 の２０％ を

超 え て お りま す。 し か
も
、
年 率７％ の 市 場拡 大 が 見 込ま れ て お り ます。

リ ニ ュ ー ア ル 市 場 の有 望 性 と し て は、

① 今までの膨大な建設ストックが更新時期に

② 新機能・高機能商品の開発

③ 情報化 ・ＯＡ化への対応

④ 便利 さ・快適化への 対応



（協）千 葉 電 設 協 会 だ より （１７＞

⑤ 設備寿命の取り替え

⑥ 省エ ネ・ 省資源商品への要望等があ げら れます。

こ の 様 に、 変 化 す る 市 場 の 中 で、
伸 びる リ ニ ュ ー ア ル 市 場 に 積 極 的 に 取 組 ん でみ て

は い か が で しょ う か。

改修需要は無限。 需要に終わりのない仕事がリニューアル営業です。

４



（１８） （協）千 葉 電 設協 会 だ より

賛 助 会員 名 簿

資材購入等は賛助会員にお願い致しましょう

盤及び機器メー カー 部門

会 社 名 代 表 者 名 響算 所 在 地 電 話
Ｆ Ａ Ｘ

㈱ 愛 知 電 機 製 作 所 千葉 営 業 所 長 後 藤 篤 郎
２６０－

００２２

千 葉 市 中 央 区 神 明 町

２００番 地 秋 葉コーポ．２０３

０４３－２３８－５４６１

０４３－２３８－５７５０

大 崎 電 気 工 業 ㈱ 千 葉 営 業 所 長 丹 羽 和 雄
２６０－

００１３

千 葉 市 中 央 区 中 央４－８－１

千 葉フコク生 命ビル７Ｆ

０４３－２２１－５７１４

０４３－２２１－７２８３

㈱ 大 東 電 機 製 作 所
代 表 取 締 役

社 長
大 薗 力

２６５－

００６１

千 葉市 若 葉 区 高 根 町９１５番ｇ３

（事業所） 八街 市沖字中沖６０１一亘

０４３－４４５－６７５１

０４３－４４５－６３２２

千 葉 電 機 ㈱ 代 表 取 締 役 和 田 龍 二 郎
２６４－

００１７

千 葉 市 若 葉 区 加 曽 利 町

４７５－１

０４３－２３１－８７５５

０４３－２３２－０４７９

中 立 電 機 ㈱ 東 関 東 支 社 長 柴 山 喜 次 ２６０－

００１３

千 葉 市 中 央 区 中 央４丁 目

１２．１２ 金 剛 ビル４Ｆ

０４３－２２２－０７９５

０４３－２２２－０５０８

㈱ 戸 上 電 機 製 作 所
東 関 東

営 業 所 長
南 里 司 ２６０－

００２２

千 葉 市 中 央 区 神 明 町１３－１

大 宗 神 明 ゼル１０３号

０４３－２４８－７７３８

０４３－２４８－７９７０

松 下 電 器 産 業 ㈱ 千
葉 電 材

営 業 所 長
宮 下 卓 ２６０－

００２７
千 葉 市 中 央 区 新 田 町２－２２

０４３－２４３－２２３２

０４３－２４２－９２０２

三 邦 電 機 工 業 ㈱ 千 葉 営 業 所 長 丸 山 博 ２６０－

０８５４
千 葉 市 中 央 区 長 洲１－２１－４

０４３－２２１－０３３８

０４３－２２１－０６６８

ミ ヤ コ 電 機 ㈱ 千 葉 営 業 所 長 下 村 幸 男
２６０－

０８０７

千 葉 市 中 央 区 松 ヶ 丘 町

２０－４ 松 ケ 丘 が一デンヒル２ Ｆ

０４３－２６６－００２１

０４３－２６６－００２４

電材部門

会 社 名 代 表 者 名 講 所 在 地
電 話
Ｆ Ａ Ｘ

因 幡 電 機 産 業 ㈱ 千葉 営 業 所 長 山 田 博 之
２６０－

０８４２
千 葉 市 中 央 区 南 町３－９４５

０４３－２６３－６１８１

０４３－２６３－７１７３

㈱ 関 東 扇 港 電 機 専 務 取 締 役 前 川 和 彦
２６２－

００４５

千 葉 市 花 見 川 区 作 新 台

４４３－１２

０４３－２５７－４２６２

０４３－２５７－４２６４

光 良 ナ シ ョ ナ ル 電 材 ㈱ 千 葉 営 業 所 長 中 田 政 秀
２６０－

０００７
千 葉 市 中 央 区 祐 光２４１－６

０４３－２２７－９３０４

０４３－２２５－２３９４

小 島 電 機 工 業 ㈱ 千 葉 営 業 所 長 阿 部 利 美
２６０－

００４５
千 葉 市 中 央 区 弁 天３－６－４

０４３－２５４－５７２１

０４３－２５３－３７６０

ス ズ デ ン ㈱ 千 葉 営 業 所 長 馬 場 元 治
２６０－

０００１
千 葉 市 中 央 区 都 町２－２３－１２

０４３－２３２－３３６１

０４３－２３２－６４２３

千 葉 東 芝 電 材 ㈱ 取 締 役 社 長 鹿 山 高 男
２６０－

００２４
千 葉 市 中 央 区 中 央 港２－４４

０４３－２４２－８１４１

０４３－２４２－８１４８

東 京 電 材 ㈱
千 葉 営 業 所

営 業 次 長
嶋 田 博 ２６０－

０８４３
千 葉 市 中 央 区 末 広３－５－７

０４３－２６４－１１２１

０４３－２６４－１１２６

ミ ツ ワ 電 機 ㈱ 千 葉 支 店 長 碓 氷 健 児
２６０－

００２４

千 葉 市 中 央 区 中 央 港

２－５－１２

０４３－２４５－１７６５

０４３－２４４－９０５４

千 葉 ト シ ン 電 機 ㈱ 千 葉 営 業 所 長 大 竹 輝 彦
２６４－

００３２

千 葉 市 若 葉 区 み つ わ 台

５－１０－２

０４３－２５３－４６３１

０４３－２５３－１３１９



（協）千 葉 電 設協 会 だ より （１９）

会 社 名 代 表 者 名 響算 所 在 地 電 話
Ｆ Ａ Ｘ

藤 長 電 気 ㈱
東 関 東 支 店

取締 役 支 店 長
須 山 由 一

２６３・

００４２
千 葉 市 稲 毛 区 黒 砂１－５－１４ ，

０４３－２４１－２５５２

０４３－２４１－２４７２

㈱ 村 田 電 機 製 作 所
東 関 東

営 業 所 長
藤 川 裕

２６０－

０００７
千 葉 市 中 央 区 祐 光４－９４

０４３，２２２－７７６５

０４３－２２２－１８８０

弱電部門

会 社 名 代 表 者 名 響算 所 在 地 電 話
Ｆ Ａ Ｘ

ア イ ホ ン ㈱ 千 葉 営 業 所 長 大 津 勝 宏
２６４－

００３２

千 葉 市 若 葉 区 み つ わ 台

２－３４

０４３－２５６－４４４１

０４３－２５６－４８００

青 葉 通 信 設 備 ㈱ 代 表 取 締 役 岩 崎 良 昭
２６４－

００２２

千 葉 市 若 葉 区 桜 木 町

５１１－１３

０４３－２３２－１２００

０４３－２３１－９０９９

千 葉 ア ン テ ナ 工 事 ㈱ 代 表 取 締 役 矢 野 喜 愛
２６０－

０８３２
千 葉 市 中 央 区 寒 川 町１－２董４

０４３－２２４－４３３１

０４３－２２４－７９０７

千 葉 デ ー タ 通 信 ㈱
代 表 取 締 役

社 長
川 原 由 美 子

２６０－

００１７

千 葉 市 中 央 区 要 町２－１

ウ オ ン ズ 東 千 葉２０１

０３０－２２１－００８１

０３０－２２１－００８２

ＤＸ ア ン テ ナ ㈱ 千 葉 営 業 所 長 大 津 綾 夫
２６４－

００２６

千 葉 市 若 葉 区 西 都 賀

２－２０－４

０４３－２５３－ｌｌ２１

０４３－２５３－ｌｌ９４

宮 川 電 気 通 信 工 業 ㈱
代 表 取 締 役

社 長
宮 川 欣 丈 ２６０－

００１８
千 葉 市 中 央 区 院 内 レ２－１

０４３－２２５－１３１１

０４３－２２２－１３３０

㈱ 千 歳 防 災 社 代 表 取 締 役 田 中 公 平
２６６－

０００５

千 葉 市 緑 区 誉 田 町

２－２１－９９４

０４３－２９１－７４８３

０４３－２９１－２６９３

ニ ッ タ ン ㈱ 千 葉 支 店 長 成 田 兆 生
２６２－

００３３

千 葉 市 花 見 川 区 幕 張 本 郷

５－１２－５

０４３－２７５－７５７６

０４３－２７５－０１４０

日 本 ア ン テ ナ ㈱ 千 葉 営 業 所 長 井 澤 哲 美
２６０－

０８４３

千 葉 市 中 央 区 末 広 町

２．１．１８

０４３－２６５－６４０１

０４３－２６８－１２０５

能 美 防 災 ㈱ 千 葉 支 店 長 福 井 健 一
２６０－

０８２１
千 葉 市 中 央 区 若 草 Ｌ２－１２

０４３－２６６－０３０３

０４３－２６６－０３４４

ホ ー チ キ ㈱ 千 葉 支 社 長 松 浦 達 郎
２６０－

００２１
千 葉 市 中 央 区 新 宿 ２－３－６

０４３－２４１－５５９６

０４３－２４７－７４４９

照明部門

会 社 名 代 表 者 名 響算 所 在 地 電 話
Ｆ Ａ Ｘ

岩 崎 電 気 ㈱ 千 葉 営 業 所 長 武 石 安 正
２６０－

０８３４
千 葉 市 中 央 区 今 井３－１４－２

０４３－２６４－６３５５

０４３－２６３－５７６１

小 糸 工 業 ㈱ 千葉 営 業 所 長 篠 崎 正 彦
２６０－

０８５４
千 葉 市 中 央 区 長 洲２－１３－６

０４３－２２２－９１２６

０４３－２２７－４０８１

東 芝 ラ イ テ ッ ク ㈱
千 葉 電 設

営 業 所 長
竹 山 満

２６０－

００２６

千 葉 市 中 央 区 千 葉 港４－３

千 葉 県 経 営 者 会 館４Ｆ

０４３－２４７－７２１０

０４３－２４７－５４１１

松 下 電 工 ㈱
千 葉 電 材

営 業 所 長
岩 本 雅 充

２６０－

０００７
千 葉 市 中 央 区 祐 光１－３－１

０４３－２２４－３６６１

０４３－２２５－０３２７

＊各部門五 十音順に掲載

＊太字は広 告掲載会社



（２◎ （協）千 葉 電 設 協 会 だ より

一 総会報告

第１４回 通 常 総 会 開 催

第１４回 通 常 総 会 が５月玉９日３時００分よ り 千 葉 市 内 の ホ テ ル サ ン ガー デ ン に 於 い て組 合

員７６名 （委任状を含む） 出席 のもと開催さ れました。

総会議案 審議に先立ち挨拶に 立った岩崎理事長は、 組合員に対 して 「コ ストの縮減

そのものが仕事 量の減少につながるものではなく、 民間ＶＥの取り入れな どにより設計

の段階で無 駄を無 くす 狙いと、 中小企業の受注期 会に 配慮する」 という定 義の 説明
が

あり国が立法化しようと して いる 地方分権推進法等外部 環境動向の注 視をあ げた。

ま た 今年に入 って千葉市当局 に行 なった２つ の 要望事 項 につい て報告 を 行なっ た。

一つ は公共 工事発 注施策の一環 と して、 教育 施設等へ 太陽光発電システ
ム 設置工事の

要望 書 の提 出。 もう 一つは５億円 以上の大 型工事を 対象に した地元業 者への発
注、 特

に３ＪＶ発注方式で幹事会社 以外の２会社は地元 業者採用の要望 を行なった。

さ らに、 組合理念 『一視同仁 の精神』 で対 応のお願 い
を して挨拶を結 んだ。

次 に議案審議に移 り、 平成９年度事 業経 過報 告、 同収 支
決算、 監査報告、 平成１０年

度事 業計画 案、 同収支予算案を 原案通り可決承認
され た。 又定款一部変更 の件 （役員

の要件） と規約規 定の作成等に関する件も全 会一致で可決 された。

引 き続き、 千葉市 建築部電気 設 備課より、 行 政説明 を頂き総 会およ び説 明 会
を終了

し た
。

総会 終了 後、 千葉市助役をは じめとする 千葉市幹部、 千葉県中小
企業団 体中央会、

関係団 体等の ご来 賓をお招きして総勢１５０名の出席 のもと懇親会が開 催され午後６時３０

分盛 会裡に解散。 （徳久 昌之）



（協）千 葉 電 設協 会 だ より （２１）

千葉市と 『災害時の協力に
関する協定』 締結

平成１０年８月２６日協 同組 合千 葉電設協 会 と協 同 組合千 葉 設備協 会は千葉 市と 「災害

時 における応急 設備 工事等の 協力 に関する協 定」 を締結 した。

締結 交換式は 市 役所議 会棟第４委員 会室 で鶴 岡助役を 初 めと する当局 関 係者と、 当

組 合か らは 岩崎理 事長、 桜田・ 徳久両副理事 長出席の もと執 り行われた。 冒頭鶴岡助

役 は阪神・淡路 大震 災の復 旧活動に両 組 合員 が 精力的 に参 加したこと に敬意を 表され

る と共に 「本市の 防災対策が一 層 強化される ものと期 待 して いる」 と挨拶 された。 ま

た 岩崎理事長も 当組合の基本理念にそった

「地域社会に貢 献する」 こ とに大きな要素

を なすも のであ り、 速やかに行動に移せる

よう 緊急災害連 絡網等の体制を整備する こ

と に し て おり ま す。
と 述 べ 官 民 一 体 と なっ

て 防災協定が締結できましたことは大変喜

ばしいことであり、 組合組織力の強化につ

ながる と挨拶を結 ばれた。

組合では理事長指示のもと組合員の実態

調 査 を 行 い
、
資 材・技 術 員 ・ 輸 送 等 の 確 保

と共に連絡網等の整備を進め、 市当局との

打合せを行い体制を確立 した。

協定書の内容は次のとおり。



佐） （協）千 葉 電 設 協 会 だ より

災害時における応急設備工事等の協力に関する協定書

千葉市 （以下 「甲」 と いう。） と協同 組合千葉電設協 会 （以下 「乙」
という。） 及

び協同組

合千葉設 備協会 （以下 「丙」 という。） とは、 甲の定め た 「千葉市地 域防災計画」 に 基
づき、

地震・風 水 害等 （以下 「災害」 という。 ） の発生が予 想される場 合の 甲の管理する公 共建築物

等 （管理 委託の方 法によ り管理するもの を含む。 以下 「公共建築物等」 という。） の 電気設備

及び機械 設備 （以 下 「設 備」 という。） の被害の未然 防止及び災害が 発生 した場合の 公共建築

物等の応 急措置に 係る工 事等 （以下 「災 害応急設備工 事等」 という。 ） の実施に関 し、 次のと

おり協定 を締結す る。

（目 的）

第１条 こ の協定 は、 災害時 における民間協力 の 一環として、 公共建築物等 の設備の 機能の

確 保及び復 旧を図る とともに市 民の安全を確保 するため、 甲、 乙、 丙間にお ける災害

応 急設備工事等に 関する基本 的事項を定め、 も って 災害に 対し 迅速 かつ的確 に 対応す

る こ と を 目 的 と す る。

（協力要請）

第２条 甲は、 災害応急設備 工事等を 実施する 必要があ ると認め るときは、 乙又は丙に対し

協力を要請するものとする。

２． 乙又は丙は、 前項の規定による協力 の要請を受けたときは、 災害応急設備工事等に

必 要な人員、 機械等を出動させ、 甲が実施す る災害応急設備工事等に協力 するもの
と

す る。

（協 力体制の 整備）

第３条 乙及 び丙 は、 前条第１項の規定に よる協力の要請を受 けた場 合において、 速やかに災

害応 急設備工事等に協 力 できるよう、 常 に乙及 び丙の組合員の出 動体制 及び被 害状況に

応じた設備資材等の供給体制について、 整備する ものとす る。

（報 告）

第４条 乙又は丙は、 災害応 急設備工事 等を終了 したとき は、 速や かに甲に報告する ものとす

る
。

（費用の負担）

第５条 甲の要請により乙又は丙が実施 した災害応急設備 工事等に要する費用は、 甲 が負担す

る も の と す る。

２． 前 項 の 費 用 の 額、 支 払 方 法 等 に つ い て は、 甲、 乙、 丙 協 議 し て 定 め る も の
と す る。



（協）千 葉 電 設協 会 だ より （２３）

（被害 が生 じた ときの措 置）

第６条 災害応急設備工事等の実施に伴い第三者に被害 が生 じた ときは、 甲、 乙、 丙協議 して、

その処理解決に 当たるものとする。

（災害補償）

第７条 第２条の規定 により、 災害応急設備 工事等に従事 した もの が、 そのため死 亡し、 負傷

し、 若 しくは疾病にか かり、 又は障害の状態となったときのそ の者又はその者の遺族若

しくは被扶養者 に対する 災害補償につ いては、 労働 者災害補償保 険法 （昭和２２年法律第

５０号） の適用がないときは、 千葉市消防団員等公務 災害補償条例 （昭和４１年千葉市条例

第２６号） の 定 め る と こ ろ に よ る。

（実施細目）

第８条 こ の 協 定 に 関 す る 実 施 細 目 は、 甲、 乙、 丙
協 議 し て 定 め る も の と す る。

（疑義等の協議）

第９条 こ の 協 定 に 定 め が な い 事 項 又 は 疑 義 が 生 じ た 事 項 に つ い て は、 甲、 乙、 丙 協 議 し て 定

め る も の と す る。

この協 定の締結を証するため、 本協定書３通を作 成し、 甲及 び乙、 丙それぞれ記名押 印の上

各自１通を保有 するものとする。

平 成１０年８ 月２６日

甲 千葉 市 中央 区 千 葉 港 １ 番 １ 号

千 葉 市

千 葉 市 長 松

乙 千 葉 市 中 央 区

協 同 組合 千

理 事 長

警癩井
唱三、讐１

号
ゴ㎝醐

“話琶ｉ雲 慮 興 鱒
丙 千 葉 市中 央 区 道 場 北 ２ 丁 目 １ ８ 番２ ５ 号

＿ 千葉設
灘 翻ウ…

理事長 ・ 灘 一 郎 ξ癬，
叉ごニノ



図 （協）千 葉 電 設協 会 だ より

災害時における応急設備工事等の協力に関する実施細目

千葉市 （以下 「甲」 という。） と協同 組合千葉電設 協 会 （以下 「乙」 という。） 及 び協同組

合千葉 設備協会 （以 下 「丙」 という。） とは、 平成１０年８月２６日 甲、 乙、 丙間 で締結 し た災害

時における応急設備工事等の協力に 関する協定書 （以 下 「協定 書」 という。） 第８条の 規 定に基

づ き
、
次 の と お り 実 施 細 目 を 定 め る。

（要請手続等）

第１条 協 定書第２条第１項の要請は、 千 葉
市都市局長 （以 下 「局長」 という。） が次 に掲げる

事項を記 載した要請書 （様式第１号） により行う ものとす る。 た だ し、 災害時の 状況に

より局長が要請できないときは、 建築部 長が行う ものとす る。

（Ｄ 被災施設名及び所在地

（２） 被災状況

（３） 工事等の内容

（４） 設備機材等

（５） その他必要な事項

２． 前 項 の 規 定 に 関 わ ら ず、 緊 急 や む を 得 な い と き は、 電 話 等 に よ り、 前 項 の 要 請 を 行 う

こと ができる。 この場 合において、 後日電話等の内容を記載 した 書面を提出するものと

す る 。

３． 乙又 は丙 は、 甲から協力要請があったときは、 被 災施設を担当する工事施工 業者 （以

下 「施工業者」 という。） に、 前項各号に掲 げる事項を通知 しなけ ればなら ない。

（施 工業者名 の報告）

第２条 乙又 は丙は、 協 定書第２条 第２項及 び第１条第３項の規 定 に基
づき 施 工業者に通 知し被

災施設に出動させたと きは、
速や かに施工 業者名を 甲に、 口 頭又

は電 話等の方法により

報告しなけれ ばならないものとする。

（協力活動）

第３条 乙又 は丙から通知を受けた施工業者は、 直ちに被 災施設に急行し、 現地に派遣：された

甲の職員の指示に従っ て、 災
害応急設備工事等を実施しなけれ ばならない。 この場合に

おいて、 甲の職員 が現 地に派遣されておらず、 緊急を要するとき は施工業者の責任にお

いて、 あらか じめ通知 を受けた要請事項に従い、 災害応急設備工 事等を実施で きるもの

と す る。

２． 前項 後段の場 合において、 施工業者が災害応急設備工事等 の実施に 着手 した 後、 甲の

職員 が被災施設 に派遣 さ れたとき は、 施工 業者の現場 責任者 は、 甲の 職員 に速やかに被

災状況、 災害応 急設備 工 事等の概 要を報告 し、 その 後は、 甲 の職員の 指示にしたがって

災害応急設備工 事等を実施しな ければなら ない。



（協）千 葉電 設協 会 だ より 俊５）

（完了報告）

第４条 乙又 は丙は、 施 工業者が災害応急 設備工事等を完了したときは、 遅滞なくその結果を

災害応急 設備工事 等報告書 （様式第２号） により、 甲に報告するものとする。

（費用の算出）

第５条 災害応 急設備工 事等に要した費用 の積算は
、 災
害発生時にお ける建設省建築工事積算

基準等を 準用する ものとす る。

（費用の支払）

第６条 甲は、 災害応急 設備工事等に要 した費用 については、 別 途甲、 乙又は丙間で締 結した

工事請負 契約により、 千 葉市予算会計規 則 （平 成４年規則９７号） に基づき 支払う ものと

す る。

（事故の報告）

第７条 乙又は丙は、 災害応急設備工事等に従事 した者が死亡 し、 負傷 し、 若しく は疾 病にか

かり又は 障害の状態と なったときは 速やかに甲に対 し事故報告書 （様式第３号） により

報 告 す る も の と す る。

（設備資材等の把握）

第８条 乙又は丙は、 協 定書に基
づき災害応急設備等の実施に関 し、 常時甲に協力できるよう

に設備資材等の種類及び数量について把握 し、 その供給体制を整備 しておくものとする。

（疑義等の協議）

第９条 この細目に定めがない事項又は疑義 が生 じた事項については、 甲、 乙、 丙協議 して定

め る も の と す る。

この細目の締結を証するため、 本実施細目３通を作成 し、 甲及
び乙、 丙そ れぞれ記名押印の上、

各自１通を保有するものとする。

平 成１０年８月２６日

甲

乙

丙

千 葉市 中央区 千葉 港 １ 番１
号

：熱 井 麺
千 葉市 中央 区

些’ １ 盛

欝 籔 鱒
千 葉市 中 央区道場 北 ２ 丁目 １８番 ２５ 号

、う ス ８ ０ ２

。。組合 千葉設備 朧

鱒
１霧騰自

理 事 長 田



㈲ （協）千 葉 電 設 協 会 だ より

災害時の対応につ いては 下記の通りとする。

１． 組 織 の 編 成

災害対策本部を置く

災害対策本部長を

理事長 千葉塚 田電気㈱ 岩 崎 興 二 と する。

災害対策副本部長を２名置 く。

副理 事長 ㈱桜田電設 桜 田 尚 栄

副理 事長 城南電設企業㈱ 徳 久 昌 之 の両名とする。

次に、 監事会社を置く （副本部長 は監事会社も兼ねる＞

２． 連絡 方法及 び伝達方法

災害対策 本部 は、 千葉市電気 設備課より協力要請を 受け次第、 別紙 （会員 に配布）

災害応急設備協力 依頼書を 災害対策連絡網により会員 に伝達する。

（ＦＡＸが使用 不可能な場合 は、 携帯電話 にて口頭で伝 達する）

３． 連 絡 網

連絡網は下記による （災害対策連絡 網のとおり）

千葉市電気設備課

↓

災 害 対 策 本 部 長

↓

災害対策副本部長

↓

各 監 事 会 社

↓

電 設 協 会 各 会員

４． 出 動 準 備

連絡 を受 けた 会 員 は、 対
応 で き る

、 必
要 資 材・機 材・車 両・応 援 可 能 人 数を 連 絡 責 任

者 に 連 絡 をと っ た上 で、
連 絡 責 任 者 の 指 示 に 従 っ て 出 動 を す る。



（協）干 葉 電 設協 会 だ より 偉７）

施設見学研修会

“御 用、 御 用
” の声 が聞 え る。

川治 「宿屋伝 七」 に向って出発。

平 成１０年 恒 例 と な っ て い る 研 修 会 が、 ７月３日、 ４日 の 両 日 会員３４名 が 出 席、 行 われ

ま した。

兎角片仮名が多く使われて いる昨今、 「宿屋伝七」 の ネーミ ングも期待度充分。

初 日 の 見 学 は
、
栃 木 塚 田 記念 館 にて ハ イ テク 人 体 型ロ ボッ ト によ る 夢芝 居 に 感激 し、

翌 日 はＴＥＰＣＯ塩 原 ラ ン ドにて 電 気 のテ ー マパ ー クと して 塩 原発 電所 の 仕 組 み や 電気 に

ついて音と映像 をつかって分 かり易く説明 を受け、 非常 に勉 強になりま した。

行き帰り のバス の中では充 分 な盛り 上がり、 又宿屋 では 純和風様式でゆ っくり疲れ

を取 り、
一 次 会、 二 次 会 共 不景気 を 飛 ば す位 楽 し ん で、

一夜を 過 ごす 事 が出 来ま した。

来年も全 員が 楽しく参加でき る企 画を考え て居りますの で、 御 意見、 御 希望 があり

ま したら、 担当委員 に提案 して 戴く 事をお願 いしまし て、 研修会の報告 と させて戴き

ま す。
（高井 晃）

馨

・ 墨

，，



㈲ （協）千 葉 電 設 協 会 だ より

第３９回 ゴル フコンペ 開催

例 年 に な い 残暑 の 中、 第３９回 千 葉 電 設 協 会
ゴル フ コ ンペ が９月１０日 鶴 舞 カ ン ト リ ー

ク ラ ブ東 コー ス に て、 大勢 の 参加 者 （２２名） に より 開催 さ れ ま した。

な にかと 明る い話題のない今 日この頃では あり ます が、 そ んな事 はどこ 吹く風、 気

温 の 上 昇 と と も に 白 熱 した プ レー に ボル テ ー ジ も 最 高潮 に！！

参 加 者 は、 満 足 の いく ショ ッ ト、 ス コア （？） に 皆、 楽 し い
プ レ ー をす る 事 がで き

ま し た。

プ レー 終 了 後、 参 加 者 の 方々 の 要 望
も あ り、 場 所

を 変 え て 表 彰 式、 懇
親 会 を 行 い ま

し た。 優勝 を は じめ 各 賞 が、 多 少 の ハ プ ニ ン グ も あ り ま した が無 事 授 与 さ れ
ま した。

そのあと話 題は、 次回第４０回記念大会 の開催のことな どで盛り上がり、 時 の 過ぎるの

も 忘 れ、 笑い が飛
びか っ て い ま した。

参 加 者 全員、 と ても 楽 しい
一 日 を 過 ごす こ と がで き ま した。

次回第４０回大会、 またその後の 大会 にも、 よ り多くの 皆様 の参加 をお願 い致 したい

と 思 い ま す。

（㈱セイコー電設 上村）



（協）千 葉 電 設協 会 だ より ㈲

第５回 麻雀大会開催

第５回麻雀 大会は、 ９月１８日 「錦 こい」 にて、 会員及 び賛助会員多 数の参 加により 開

催 さ れ ま し た。

ア ウ ト ド ア ばや り でイ ン ドア 競 技 の麻 雀 は、 青 年層 が 少 な く、 チ ョ ッ ト 淋 し い か な

と 思 い ま した が
、 ２４才 の雀 士 も、 熟年 の中 に ま じ り 頑 張 っ て く れ ま した。 将 来 の ビジ

ネ ス ギ ャ ン ブ ル、
そ し て少 子 高 齢 化社 会に 力 強く 実力 を発 揮 して ほ しい も の で す。

“若 者よ も っ と 麻 雀 を しよ う
”

麻 雀 は
、
決 断力 ・ 決 済力 ・ ス ピー ド等 々 の 能力 を増 幅す る よう な 気 が し ま す。

こ の 先
、 ２１
世 紀 に向 け、 皆 様 と 共に 楽 しく 歩 ん で 行 ける よ う 麻 雀 や 仕 事 に 頑 張っ て

行き ま しょ う。

尚、 景品 につきま しては、 昨 年に引き続き賛助 会員 の ご協力 を仰 ぎ、 よ り 一層 の親

睦の 源 と な っ た 事 と 思 い ま す。

（小川正光）

１
㌢
鍬

．ツ 饗



岡 （協）千 葉電 設協 会 だより

事 務 局 だ よ り

囹 卦 報

（組合員）

●東 陽 電 気 工 事 ㈱

平成１０年３月１７日

●オリオン電気工事㈱

平 成１０年４月２８日

●㈱ 聖 電 社

平 成１０年８月２８日

代表取締役 佐藤道愈氏

享年９４才

代表取締役 小林 稔氏

享年８５才

代表取締役 宮澤 清様

享年４３才

御母 堂佐藤タニ様

御尊父小林定一様

一 謹んでお悔やみ申 し上 げます。 一

園 慶 事

（組合員）

当組 合担 当の㈱協同 電業社、 営業部主任 の 久木田友 教さん が、 平成１０年１０月４

日 ホテ ル フ ラ ンク ス に て 結 婚 式 を 挙 げ られ ま した。 お め で と う ご ざいま す。

お二人の 新生活の門出を心からお喜 び申 し上 げます。

囹 新規加 入組合員

（賛助会員）

○ 株式会社愛知電機製作所 千葉営業所長 後藤篤郎氏

（住所） 千葉市中央区神 明町２００番地秋葉コーポ２０３

（ＴＥＬ） ２３８－５４６１ （ＦＡＸ） ２３８－５７５０

０ 千葉 データ通信株式会社 代表取締役社長 川原 由美子氏

（住所） 千葉市中央区要町２番１号ウオンズ東千葉２０１

（ＴＥＬ） ２２ レ ００８１ （ＦＡＸ） ２２１－００８２

囹 住所変更

（組合員）

Ｈ１０． ９月 株式会社 しまで ん

（新） 千葉市 若葉区小倉 町１２６２番地

（旧） 千葉市若葉 区小倉 町１６３９番 地の１



（協）千 葉 電 設協 会 だ より （３１）

囹 退 会

（組合員）

○ ㈱ 光 電 社 平 成１０年１月 ９日 付 に て 退 会 さ れま した。

（賛助会員）

○ 光 源 ポ リ シ ー ㈱

○ ㈱ 高 岳 製 作 所

○ ㈱ 井 之 輪 電 商

平 成１０年４月１０日 付 に て 退 会 され ま した。

平 成１０年４月２２日 付 に て 退 会 され ま した。

平 成１０年５月 １日 付 に て退 会 さ れま した。

薗 代表者変更

（組合員）

ＨｌＯ． ５月

ＨｌＯ． ６月

ＨｌＯ． ８月

株式会社しま でん

（新） 代表取締役

（旧） 代表取締役

京 葉 エ フ・ ディ ・ケ ー 株 式 会 社

（新） 代表取締役

（旧） 代 表取 締役

株式会社聖電 社

（新） 代表取締役

（旧） 代表取締役

嶋田 美治氏

太田 愼氏

深田 勝彦氏

花井 卓郎氏

宮澤真由美氏

宮澤 清氏

（賛助会員）

Ｈ ９．１１月

ＨｌＯ．３月

ＨｌＯ．４月

ＨｌＯ．６月

日本アンテナ株式会社

（新） 千葉営業所長

（旧） 千葉営業所長

松下電工株式会社

（新） 千葉電材営業所長

（旧） 千葉電材営業所長

松下電器産業株式会社

（新） 千葉電材営業所長

（旧） 千葉電材営業所長

東京電材株式会社

（新） 千葉営業所 営業次長

（旧） 常務取締役

井澤 哲美氏

池田 英司氏

岩本 雅充氏

藤村 光彦氏

宮下 卓氏

小川 利明氏

嶋田 博：氏

桑原 寿夫氏



働 （協）千 葉 電 設 協 会 だ より

髪第７回干葉市優良工事請負業者決定

平成１０年１０月 １５日千葉市中央区長洲の 「プラ ザ菜の花・４階会議室」 にて、 本組

合員の下記の方々が受賞されました。

受賞者 株 式 会 社 奄 美 電 設

陣 野 電 設 株 式 会 社

俵 屋 電 気 工 事 株 式 会 社

大 信 電 業 株 式 会 社

宮川 電 気 通 信 工 業 株 式 会 社

一 おめでとう ご ざいます。 一

様

様

様

様

様

㌔ ・



（協）千 葉 電 設 協 会 だ より β３）

告報果結札入

３０９
，

１０Ｈ～１１０９
，

Ｈ

単位 ：千円

落札日 工 事 件 名 社 名 落 札 金額

Ｈ９．１０．１
都 賀 小 学 校 他 １校 ・コンヒ．ユータ室 整 備 他 改 修 工 事 電

気 設 備 工 事
双 葉 電 設 ２

，
９００

〃
幕張南小学校他１校・コンビ ㌘タ室整備他改 修工事

電気設備工事
大 東 電 設 ４，２００

２ 高洲第一保育所・調整室電気設備工事 和 光 電 気 ７
，
２００

ク 中 央 浄 化ヒンター・第 一 系 統 返 送 汚 泥 流 量 計 更 新 工 事 新 千 葉 電 設 ２４，９００

〃 市営住宅白旗団地改善事業・電 気設備工 事 俵 屋 電 気 工 事 ２０，８００

〃 西 小 中 台 小 学 校 ・ 照 明 改 修 工 事 ト マ ツ 電 設 ７
，
９００

〃 南部浄化センター 初沈流入及 び放流流量計 更新 工事 奄 美 電 設 ２４，５００

〃 千 城 台 第６団 地 ・ 電 気 設 備 改 修 工 事 （住 宅） 進 和 電 気
１

１７，２００

ク 貝塚団地・電気設備改 修工事 （住 宅） 吉 田 電 設 ８
，
８００

８
こ て は し 台 中 学 校 ・フ．一ル附 属 屋 改 築 電 気 設 備 工

事 （都 市）
武 田 電 気 工 事 店 ２，５００

〃 川 戸 小 学 校 ・ 同 工 事 （都 市） 水 沼 電 業 社 ３，８５０

１５ 千城台西中学校フ．一ル付属屋改築電気設備工事 （者肺） 進 和 電 気 ４，３００

〃 畑 小 学 校 ・ 同 工 事 （都 市） 染 谷 電 気 商 会 ３
，
６５０

１６ 南 部 浄 化 セ ン タ ー ・ 曝 気 槽 送 気 量 計 更 新 工 事 藤 沼 電 設 １８
，
４００

〃 水辺 の郷調整池水位計 設置工事 京 葉 電 気 計 装 ７，２００

２１ 小倉 台公園・ 災害応急対策施設 電気設備 工事 セ イ コ ー 電 設 １６
，
５００

〃 花島 総合公園 ・お花見広場電気 設備工事 北 斗 電 業 ｌｌ，２００

１１．５
立市 郷土博物館投光器 改修電気 設備工事 千 葉 電 建 ２

，
４００

ク 土気 中学校・ 特殊学級 改修電気 設備工事 千 葉 電 業 社 ２
，
７００

〃
（仮 称） 中央 図書館・ 生涯学習 センター 新築 電

気設 備工事
きんでん・橋本電業社 １５億００

，
０００

６ 動 物 公 園 ・ ポ ロ 置 場 電 気 設 備 工 事 旭 電 工 ６
，
０００

ク 中 央 卸 売 市 場 ・ 高 圧 ケ ー ブ ル 引 替 工 事 西 千 葉 電 設 ６，６００

１３ 長作 町浜野町線・道路照明工事その２ 染 谷 電 気 商 会 ４
，７７０



（３４） （協）千 葉 電 設協 会 だ より

落札日 工 事 件 名 社 名 落札 金額

Ｈ９．１２．３ 市 道 道 路 照 明 灯 補 修 工 事 （そ の２） 成 田 電 機 ３８，０００

〃 南 部 浄 化 セ ン タ ー ・ 濃 縮 汚 泥 濃 度 計 更 新 工 事 （随鋤 福 井 トゼス工 業 １０
，
５００

９ 天戸大橋・警報器 設置工事 昌 信 電 機 工 業 ４
，
３００

１０ 市道道路 照明灯補修工事 （その３） 冨 田 電 機 工 業 ３９，５００

ク 国 道１４号 ・ 道 路 照 明 設 置 工 事 共 和 電 気 工 業 ３６，７００

ク 院内小学校他２校・非常用給水電気設備工事 （随 契） 大信 電 業 １７
，
０００

１６ 三 角 町 線 ・ 道 路 照 明 工 事 安 藤 電 気 工 事 ３，９００

１８ 消防局畑前進基地局・無線 塔新設電 気設備 工事 大 秋 電 気 工 業 ２８，００Ｑ

〃 長作小学校他２校・非常用給水電気設備工 事 黒 田 電 気 商 会 １７，０００

〃 松 ヶ 丘 小 学 校 他２校 ・ 同 工 事 渡 辺 電 気 工 業 １８，２００

〃 長 作 町 浜 野 町 線 ・ 道 路 照 明 工 事 （そ の３＞ 広 尾 電 設 ６，７５０

〃 県道道路照明灯補修工事 寒 川 電 業 １５
，
７００

２２ 中央公園 プロムナー ド照明灯設備 工事 （その２） 福 井 電 機 ２億１０，０００

〃 西千葉駅稲 荷町線照明設備工事 協 同 電 業 社 ７９，８００

ＨｌＯ．１．３０
（仮 称） 鎌 取コミュげイセンター・ 東 南 部 図 書 館 ・ 電 気

設 備 工 事

栄 光 社

増 田 電 気 工 業 所
３ 億 ６４，０００

３．２３ 小中台小 学校・構造改
修電気設備工事 千 葉 塚 田 電 気 ４ＬＯＯＯ

〃
公営住 宅 （仮称） 御成 台団地 ・第ｉ工区Ｃ棟 電

気設備工事
光 栄 電 設 工 業 ３８，５００

〃 土気小学校・構造 改修電気 設備工事 千 葉 電 建 １４，５００

４．２２ 千 葉 大 網 線 他 ・ 道 路 照 明 灯 補 修 工 事 北 園 電 業 ５，０５０

３０ 国 道１６号 ・ 道 路 照 明 灯 補 修 工 事 安 藤 電 気 工 事 １０，４００

５．２０ 加 曽 利 中 学 校 ・ 大 規 模 改 造 電 気 設 備 工 事 大 信 電 業 ３８，０００

〃 さ つ き が 丘 東 小 学 校 ・ 同 工 事 伊 藤 電 業 ３１，０００

〃 稲 毛 小 学 校 ・ 同 工 事 滝 口 電 気 工 業 ２３，７００

〃 寒川小学校・構造改修電気設備工事 水 沼 電 業 社 ９，８００

〃 鎌 取団地・ 電気設備 改修工事 （住宅） 協 同 電 業 社 １８，０００

〃 桜 木 町 第２団 地 ・ 同 工 事 （住 宅） 小 峯 電 業 ｉｇ，２００

ク 南 町団地・ 同工事 （住 宅） 関 工 電 設 工 業 ３８，５００



（協）千 葉 電 設協 会 だより β５）

落札日 工 事 件 名 社 名 落 札 金額

ＨｌＯ．５．２５
星 久 喜 町 第１団 地 建 替 事 業 ・ Ｃ棟， Ｄ 棟 電 気 設 備

工 事
モ デ ン 工 業 ． １ 億１０

，
０００

２６ みつ わ台南小 学校増築 ・電気 設備工事 （都市） 光 栄 電 設 工 業 １５，５００

２７ 千城小学校・ 大規模改 造電気設備工事 大 西 電 設 ３０
，
８００

ク さ つ き が 丘 西 小 学 校 ・ 同 工 事 新 千 葉 電 設 ３３，３００

６．３ 本町小学校・構造改修 電気設備 工事 城 南 電 設 企 業 ４０，０００

〃 生 浜 小 学 校 ・ 同 工 事 水 沼 電 業 社 １６，８００

〃 畑小学校・大規模改造 電気設備 工事 東 陽 電 気 工 事 ３０，０００

〃 幕張西小学校・外部改造電気設備工事 （都市） 染 谷 電 気 商 会 ５，７５０

９ 高洲第二中学校・外部改造 電気設備工事 （都市） ヒ カ ル 電 気 工 業 ４
，
０００

ｉｏ 若葉消防署大宮出張所・改築電 気設備工 事 木 村 建 設 ４４
，
０００

ク 千草台小学校・構造改修電気設備工事 岡 田 電 気 工 事 ２８，６００

〃 蘇我小学校・外部改 造１期電気設備工事 （都市） 千 葉 電 気 工 事 ３３
，
２００

１５ 新 宿 中 学 校 ・ 夜 間 照 明 灯 設 置 工 事 小 峯 電 業 ４９，９００

１７ 泉谷小学校・散水電気設備工事 北 陽 電 機 産 業 ７，１５０

〃 源 小 学 校 ・ 同 工 事 聖 電 社 ５
，
１００

２４ 長 沼 町 公 園 ・ 照 明 灯 設 備 工 事 京 葉 工 業 １０，５００

ク 防 災 セ ン タ ー ・ 要 員 訓 練 施 設 整 備 電 気 工 事 金 高 電 設 工 業 １８，４００

７．１ 市道磯辺茂呂町線・道路照明灯設置工事 太 陽 電 設 工 業 ４
，
７００

８ 生実川排水機場・新築電気設備工事 奄 美 電 設 ２０，５００

〃 磯辺茂呂町線・道路照明灯設置工事 黒 田 電 気 商 会 １０，３００

２２ 加 曽 利 緑 地 ・ 照 明 灯 設 置 工 事 吉 田 電 設 ３
，
７００

〃 花 島 公 園 ・ メ イ ン ア プ ロ ー チ 電 気 設 備 工 事 ト マ ツ 電 設 ６，１５０

８．１８ 更科中学校・格技場新築電気設備工事 （都市） オリ オ ン電 気 工 事 ２，７００

１９ 弥生小学校・照明改修工事 滝 口 電 気 工 業 ５
，
９００

９．２ 山 王 中 学 校 ・ 照 明 改 修 工 事 武 田 電 気 工 事 店 １０，１００

〃 み つ わ 台 小 学 校 ・ 同 工 事 吉 田 電 設 ８
，１００

９ 市道道路照明灯設置工事 双 葉 電 設 ６
，
８００



㈲ （協）千 葉 電 設 協 会 だ より

落札日 工 事 件 名 社 名 落 札 金額

ＨｌＯ．９．１７ 国 道１６号 ・ 道 路 照 明 灯 設 置 工 事 昌 信 電 機 工 事 ９，６００

〃 幸 町第一保育所・保育室増築電気設備工事 安 藤 電 気 工 事 ６，５００

２２
星久喜小学校・プール附属 屋改築電気設備工事

（都市）
渡 辺 電 気 工 業 ２，９００

〃 大宮中学校・同工事 （都市） 川 島 電 気 設 備 ２，７００

２４ 草野中学校・ プー ル附属屋改築電気設備工事 京 葉 工 業 ４，３００

３０ 緑区役所土気市民センター構造改修電気設備工事 北 園 電 設 ３，０５０

〃
小倉小学校・ プー ル附属屋改築電気設備工事

（都市）
（随契） 東和電気工事 ３，２００

ク 幸 町 第 二 小 学 校 ・ 同 工 事 （都 市） 大 東 電 設 ３，３２０

１０．１ 市 道 道 路 照 明 灯 設 置 工 事 笈 川 光 和 電 気 Ｉｌ，０００

〃 大 森 小 学 校 ・ 屋 内 運 動 場 改 築 電 気 設 備 工 事 京 葉 エフ・テ“イ・ケー ３６，０００

６
市営住宅星久喜町第１団 地建替事業Ａ棟 ・Ｂ棟 電

気設備工事
石 本 電 設 工 業 ７０，０００

〃
中央卸売市場青果部買 荷保 管積込所 電気 設備 工

事
高 率 電 設 １億２７，

０７５
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（協）干 葉 電 設 協 会 だ より （３７）

編集後記

本誌 に紹 介い た しましたが、 当協会は千葉市と一体 になって、 阪神淡路 大震災を教

訓 に万一に備え、 緊急災害時の応援体制 の整備を致 しま した。

【 もしもの時は、 協会会員皆様のこ協力をお願いいたします】

「千葉電設協 会だより」 第１３号の発刊 にあたり、 市長様 を始め、 御 当局並 びに、 関

係 各方面の 皆様 よりご寄稿いた だきありがと う ござい ま した。 厚くお礼申 し上 げます

と とも にこ れか ら も 会員 相 互 の 親 睦 交 流 を 活 発 に す る 為
、
仕 事
、 趣 味、 旅 行、 人 生 経

験 等々 な んで も 結構 です の で、 是 非御 投 稿 下 さ い。

皆 様 に喜 ばれ る 会 報 に し た い と 願っ て お り ま す。

（好地）

－曝



閥ａ量ｉｏｎａｌ松 下 電 工

ｉ

’

， ｉ
…

ｉ凝， 躍 蓬宇概
，琵 幽姻

儀

（分電盤） （ネジ止め作業ナシ） （思わずニッコリ）

●電線を差し込むだけで結線時間は従来の約１１３．分電盤の重量は

約２１３（当社従来品比）。 ネジな しカ ンタン結線「速結端子」を内蔵。

Ｐ ’
饗
』

差す

卿
表 示
。

結線 工 事 の 手 間 を 大 幅 に削 減 する、 二 次 側 「速 結 端 子」 を 内 蔵。 差 し込 む だけ で

抜 け 止 め 装 置 が 電 線 を 確 実 に ホ ー ルドｂ 「接 続 完 了 表 示 機 能」 で 結 線 状 態 も

一 目 で 確 認 でき ま す。

●ワンタッチで 着 脱できる「プラグイ ンアダプタ付」。
一 次 側 に は、組 替 が容 易 な 「プラグイ ンア ダ プタ付」。 接 続が 確 実 で組 替 時の 電圧 間

違 いも 防 止できます。また、分 電盤 の 使 用 状 態で 相問 の バ ランス をとる のも 容 易 です。

●充電部 を隠ぺいした安全設計のカバー 構造。

Ｐ
≡ ヨ

※

業界初の
ネジなし！

アロで撃
※ 二 次 側 「 速 結 端 子 内 蔵」

、
一 次 側 「 プ ラ グ イ ン ア ダ プ タ 付」 の ブ レ ー カ を 搭 載 し た 分 電 盤

で 業 界 初。 平 成１ ０ 年４ 月 現 在 、
当 社 調 べ 。

，
々 ン ン

ン ツ アロー ｏ

◎ 「 カ ン タ ッ チ ブ レ ー カ 搭 載 ア ロ ー 盤 」 に 関 す る お 問 合 わ せ は 、 〒 ２６０－０ ０Ｇ７ 千 葉 市 中 央 区 祐 光１ 丁 目 ３ 番 １ 号 松 下 電 工 ・ 千 葉 電 材 営 業 所 Ｔ Ｅ Ｌ （０４３ ） ２２ ４－３６ ｄ ま で 。

◎ イ ン タ ー ネ ッ ト 上 で も 詳 細 情 報 を 公 開 中
。
松 下 電 工 ホ ー ム ペ ー ジ ｈｔｔ

ｐ
＝ 〃ｗ ｗ ｗ ｍ ｅｗ ｃｏ．ｌｐ〃 ｗ ｈａｔｓｎｅｗ ／ｐｒｏ．ｈｔｍｌ

Ａ＆錨
快適を科学します
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地場に育まれ 奉仕し 明日へ躍進

電設資材総合卸
照 明 器 具 ・ 配 線 器 具 ・ 換 気 扇 ・ 各 種 光 源

配 電 盤 ・ 分 電 盤 ・ 制 御 盤 ・ 受 変 電 設 備

Ｈ Ａ 機 器 ・ Ｏ Ａ 機 器 ・ 家 電 製 品 ・ 住 宅 設 備 機 器

配 線 ・ 電 撹・ 電 線管 及 附属 品 ・ そ の 他 電 気 工 事 材 料

千葉東芝電材株式会社
本社 千葉市 中央区中央港２丁目４番１号

〒２６０・００２４ＴＥＬＯ４３ （２４２） ８１４５（代）

ＦＡＸＯ４３ （２４２） ８ １ ４ ８

千 葉 営 業 所

電設第一営業所

電設第二営業所

市 川 営 業 所

東 総 営 業 所

木更津 営 業所

東 金 営 業 所

〒２６０・００２４ 千 葉 市 中 央 区 中 央 港 ２ 丁 目 ４ 番 １ 号

ＴＥＬＯ４３ （２４２） ８１４１ ＦＡＸＯ４３ （２４２） ８１４８

〒２６０－００２４ 千 葉 市 中 央 区 中 央 港 ２ 丁 目 ４ 番 １ 号

ＴＥＬＯ４３ （２４２） ８１４１ ＦＡＸ Ｏ４３ （２４２） ８１４８

〒２６０－００２４ 千 葉 市 中 央 区 中 央 港 ２ 丁 ［ヨ ４ 番 １ 号

ＴＥＬＯ４３ （２４２） ８１４１ ＦＡＸＯ４３ （２４２） ８１４８

〒２７２－０００１ 市 川 市 二 俣 １ 丁 目 １ ３ 番 １ １ 号

ＴＥＬＯ４７ （３２８） ５００２ ＦＡＸＯ４７ （３２８） ５１１７

〒２８７－０２０４ 香 取 郡 大 栄 町 伊 能 ２２２ 番 ５ 号

ＴＥＬＯ４７８ （７３） ８１４１ ＦＡＸ Ｏ４７８ （７３） ８１５０

〒２９２・０８０１ 木 更 津 市 請 西 ２ 丁 目 １ 番 １ ２ 号

ＴＥＬＯ４３８ （３７） ６１１４ ＦＡＸＯ４３８ （３７） ７３８０

〒２８３・００６３ 東 金 市 堀 上 ２ ７４ 番 １ 号
ＴＥＬＯ４７５ （５５） ５４８１ ＦＡＸ Ｏ４７５ （５５） ５４８４



パー トナーの 松下電工と 共に、

施工の効率化で世の中に貢献します。

ｉ＿

灘 継 夢＿一
鑛鷲轍
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電設資材総合商社

《》東京電材株式会社

本 社 東 京 都 墨 田 区 向 島 ２－２２－５ ＴＥＬＯ３（３６２３）７００１（代） 〒１３１－００３３

東 京 営 業 所 東 京 都 墨 田 区 向 島２－２２－５ ＴＥＬＯ３（３６２４）４３３１（代） 〒１３１－００３３

千 葉 営 業 所 千 葉 市 中 央 区 末 広 ３－５－７ ＴＥＬＯ４３（２６４）１１２１（イ粉 〒２６０－０８４３

東 営 業 所 柏 市 西 原 ７ 丁 目 １ － ３ ＴＥＬＯ４７１（７８）５５１１（イざ） 〒２７７－０８８５

成 田 営 業 所 千葉県印旛郡富里 町日吉倉４７－２ ＴＥＬＯ４７６（９３）５１１１（代） 〒２８６－０２０２

茂 原 営 業 所 茂 原 市 木 崎 ２ ７ ９ － １ ＴＥＬＯ４７５（２２）５１８１（代） 〒２９７－００１６



１・■、■ Ｎ Ｅ
②イ ン テリ ア

■・Ｌ■ Ｎ ＥＩ インテリアはフレキシ ビリティ ーなユニ ットシステムとしてアメリカ・スク

エアディ ー社で開発 ・実用化 されたシ ステム です。 こ のシステム を日本市場にマッチし、 需

要家に満足 して頂 ける新配電 盤システム として 改良を加 えました。

特 徴 ■標 準化・ユ ニット化 された機 器で構成さ れ、 品 質・性能そして魅力的なコス トで

提 供できる 製品です。

■プレーカの容量 の決 定は、 配 電盤設置 後でも閤 にあいます。

■幹 線接続工 数が大幅 に低減する こと ができます。

■プレーカの取付台数 は従来 の配電盤よ り３０％多く （当社比） 取付で きます。

ロブレーカの取替は、 設備稼働 後でも無 停電 でできます。

□保守点検 およびブレーカの交 換は、 す べて前面 よりできます。

■一Ｌ■ Ｎ Ｅ インテリア新 配電盤シ ステムは、

のライセンス製品です。

ＳＱＵ ＡＲＥ Ｄ ＣＯＭＰＡＮＹ （アメ リカ）

電気の文化に貢献する

ＣＨＵＲ厨８Ｕ 匡ＬＥ ㎝ 鴎 ◎ＯＲＰ．

中立車綴株式会社
本 社 ／ 名 古 屋 市 中 区 大 須 四 丁 目１２番８号 （東 洋殖 産 ビル）

ＴＥＬ （０５２）２６２－２２６１ ＦＡ Ｘ （０５２＞２５１－６５５９ 〒４６０
－００１ １

東 京 本 社 ／ 東 京 都 台 東 区 浅 草 橋 四 丁 目２番２号

工

ＴＥＬ（０３）３８６５－７０００ ＦＡ Ｘ （０３）３８６５－７０１１ 〒１１１
・００５３

場 ／ 栃 木 ・ 千 葉 ・ 名 古 屋 ・ 九 州

東関 東 支 杜／ 千 葉 市 中 央 区 中 央 四 丁 目１２番１２号 （金 剛 ビル）

Ｔ ＥＬ（０４３＞２２２・０７９５ Ｆ ＡＸ （０４３＞２２２－０５０８ 〒 ２６０
－００１３

営 業 所 ／ 札 幌 ・ 仙 台 ・ 北 関 東 ・ 八 王 子 ・ 川 崎 ・ 長 野 ・ 静 岡

豊 明 ・ 岐 阜 ・ 三 重 ・ 神 戸 ・ 広 島 ・ 高 松 ・ 北 九 州 ・

南 九州 ・ 沖 縄

支 社 ／ 東 京 ・ 神 奈 川 ・ 名 古 屋 ・ 関 西 ・ 九 州



業界随一のネットワークでご奉仕する

電設資材の総合商社

コ阻『『置『”コ彫霊
轟叢 眺 、∴・櫨鐸 魏 薫髭瀦
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，喫 螺
“
“

、 毛

露潔

主要代理店・特約店

東芝ライ テック（株）・松 下 電 工（株）

古 河 電 気 工 業（株）・三 菱 電 機（株）

「
一 一 一 一 一 一 一 取 扱 商 品

電 線 ・ ケ ー ブ ル ・ 電 線 管 ・ レ ー ス ウ

エ イ ・ 配線 器 具 ・ 照 明 器 具 各 種 ラ ン

プ 類 ・ 変 電 所 材 料 ・ 高 低 圧 配 分 電 盤・

エ ア コ ン ・ 電 柱 装 柱 金 物 ・ モ ー ト ル ・

ト ラ ン ス 高 低 圧 コ ン デン サ ・ 非 常 用

発 電 機 ・ イ ン タ ー ホ ン・ 防 災 ラ ン プ

電動工 具・電気温水器・住宅設備機

器・家庭電化製品

〔ネットワーク〕

所

所

所

所

所

所

所

所

所

所

所

所

所

所

所

所

所

所

所

所

騰
欝
轡
繕
簸
講
糠
離
鷺

川

荒

江

墨

浦

足

北

板

中

練

豊

中

文

越

成

品

杉

松

春

川

０４８ （２５１） ４６５１㈹ 埼 玉 県 川 口 市 川 口 ５－１５－２８

０３ （３８９４） ５１７６㈹ 東 京 都 北 区 田 端 新 町２－８－６

０３ （３６５３） ９４４１㈹ 東 京 都 江 戸 川 区 松 本 町２－３８－６

０３ （３６３６｝ ５８４１㈹ 東 京 都 江 東 区 大 島２－３－１４

０４８ （８５７） ３１０且㈹ 埼 玉 県 浦 和 市 中 島 ２－１０－９

０３ （３８８０） ６４２１㈹ 東 京 都 足 立 区 梅 田６４０－１０

０３ （３９０３） １８６２㈹ 東 京 都 北 区 神 谷２－３８－１０

０３（３９７３ｈ８１１㈹ 東 京 都 板 橋 区 大 谷 口 北 町１９－６

０３ （５３５０） ３１８１㈹ 東 京 都 中 野 区 南 台１－２－１

０３ （３９９８） ５４０２㈹ 東 京 都 練 馬 区 中 村 ２－２９－５

０３ （３９８４）７４ｇｌ㈹ 東 京 都 豊 島 区 東 池 袋３－２３－２３

０３ （３５５１＞ ｇ３２１㈹ 東 京 都 中 央 区 八 丁 堀２－２－１１

０３ （３８１５） ３６４１㈹ 東 京 都 文 京 区 小 石 川５－３８－１２

０４８ｇ （６６） ８８２２㈹ 埼 玉 県 越 谷 市 瓦 曽 根２－６－３４

０３ （３ｇ３８） ２４１１㈹ 東 京 都 板 橋 区 赤 塚 ４－２４－２０

０３ （３７８４） ０３５１㈹ 東 京 都 品 川 区 二 葉 ４－２－１２

０３ （３３３２） １１ｇｌ㈹ 東 京 都 杉 並 区 松 庵 ２－１５－５

０４７（３４４＞２１６１㈹ 千 葉 県 松 戸市 馬 橋 字 岩 崎ｉｌ４７

０４８ （７６１＞２５１１㈹ 埼 玉県 春日部市大字 小渕 山下ｌｌ４７

０４９２ （２５）４（畑㈹ 埼 玉県 川 越 市 山 田 西町５７１－１

船 橋 営 業 所

市 川 営 業 所

志 木 営 業 所

久 喜 営 業 所

東久留米営業所

所 沢 営 業 所

立 川 営 業 所

川 口 北 営 業 所

八 潮 営 業 所

大 宮 営 業 所

八 王 子 営 業 所

千 葉 営 業 所

府 中 営 業 所

世 田 谷 営 業 所

大 田 営 業 所

市 原 営 業 所

千 葉 北 営 業 所

鴻 巣 営 業 所

我孫 子 営 業 所

０４７４ （６６） ２１９１㈹ 千 葉 県 船 橋 市 薬 円 台１－１８４

０４７ （３３５） ３１０１㈹ 千 葉 県 市 川 市 北 方 ２－３４－ｌｌ

Ｏ４８ （４７４） ４６２１㈹ 埼 玉 県 新 座 市 東 北 １－４－２２

０４８０ （５８） ８０２１㈹ 埼玉県北葛飾郡鷲宮町大字西大輪２４８－１０

〔｝４２４ （７３） ４１１１㈹ 東 京 都 久 留 米 市 柳 窪４－３－２１

０４２９ （２８＞ ４７１１㈹ 埼 玉 県 所 沢 市 南 住 吉 １－１３

０４２ （５２７） ６６０１㈹ 東 京 都 立 川 市 富 士 見 町 ６－４７－２０

０４８ （２６７） ６８１１㈹ 埼 玉 県 川 口 市 柳 崎 レ２－２８

６４８９ （９５） ０５７１㈹ 埼 玉県八潮 市鶴 ヶ曽 根字上 中通７４緻

０４８ （６５２）８４１１㈹ 埼 玉 県 大 宮 市 宮 原 町４－９３４

０４２６ （４２） ６６６１㈹ 東 京 都 八 王 子 市 明 神 町１－２５－８

０４３ （２５４） ５７２１㈹ 千 葉 県 千 葉 市 中 央 区 弁 天３－６－４

０４２３ （６ｇ） ５１１１㈹ 東 京 都 府 中 市 白 糸 台１－２０－１３

０３ （３４８２） ２７１１㈹ 東 京 都 世 田 谷 区 船 橋７－１３－１

０３ （３７７８＞ ６８１１㈹ 東 京 都 大 田 区 中 央 ４－３４－３

０４３６
、
（６２） ７２８１㈹ 千 葉 県 市 原 市 姉 崎 海 岸１０９－２

０４３ （４２４）２７１１㈹ 千葉 県千葉市 稲毛区 小深町１３３－２

〔｝４８５ （４１） ７９１１㈹ 埼 玉 県 鴻 巣 市 宮 地４－２－５

０４７１ （８５） ５４１１㈹ 千 葉 県 我 孫 子 市 柴 崎 台３－７－３３

小島電機工業株式会社

本 社 〒１５１－００５１ 東京都渋谷区千駄ケ谷１－１４－５

商品センター 〒２７２－００１４ 千 葉 県 市 川 市 田 尻２－３－３２

面 ０３ （５４７４）５１５１ （代表）

圃 ０４７（３７０）１４０１ （代表）
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９
藏
灘

● 配 管・電 路 資 材

●受 配電 設備機器
・ ● 分 電 盤・開 閉 器

瓢 ●配線器具

ＴＥＬＯ３《３８６２》１１１１ 《大 代 表》

支 店． 東 京杉 並 調 犬宮 羅 葉 横浜 沼漆 静岡 名 古 屋 仙台 ズ田

営 業 所 足 阻 ・ 王 浦 ・ 高 崎 ・ 案 都 宮 ・ 長 岡 新 潟 ・ 郡 山 ・ 盟 岡 青 森

鑛 廊店 轟葉 礁 央区 蝦 、巷２顧目 ５ 翻壱轟

張 継 ０４３聖４５》１７６懸 炭表蕩

ＥＡＸ Ｏ４３《２４４愛９０５４

２

｛



電設資材総合卸

自 動 火 災 報 知 機 ・ 非 常 警 報設 備 ・ 防 火 戸 設 備 ・ 防 犯 設備 ・

マンショ ンＨＡ設備 その他弱電システム 〈設計・施工・保守管理〉

＠）ＳＥＮＫＯＧＲＯＵＰ

株式会社

●本 社

●千葉 西 営 業 所

●北 総 営 業 所

●東 都 営 業 所

●千葉中央営業所

●旭 営 業 所

●首都圏電設営 業 所

●東京特需営業所

●千 葉 ＳＥ 営業所

関 東 扇 港 電 機

〒２６２－００４５ 千 葉 市 花 見 川 区 作 新 台４－１３－１２

〒２６２－００４５ 千 葉 市 花 見 川 区 作 新 台４－１３－１２

〒 ２８５－０９２７ 印 旛 郡 酒 々 井 町 酒 々 井 １６０４－１

〒２７３－００３５ 船 橋 市 本 中 山五 丁 目２－１９

〒２６０－０００１ 千 葉 市 中 央 区都 町三 丁 目２３－３

〒２８９－２５３１ 旭 市 井 戸 野 字 大 島３５９番 地

〒ｌｌＯ－００１６ 東 京都 台 東 区 台 東１３１－１０

ッチヤヒ“ル７Ｆ

〒 ｌｌＯ－００１６ 東 京 都 台 東 区 台 東１－３１－１０

ッチヤヒ
“ル７Ｆ

〒２６２－００４５ 千 葉市 花 見川 区作 新 台４－１３－１２

ＴＥＬ：０４３ （２５７） ４２６２

ＦＡＸ：０４３ （２５７） ４２６４

ＴＥＬ：０４３ （２５７） ４７００

ＦＡＸ：０４３ （２５７） ４２６４

ＴＥＬ；０４３ （４９６） ２６６１

ＦＡＸ：０４３ （４９６） ６９４０

ＴＥＬ：０４７３ （３４） ９０３１

ＦＡＸ：０４７３ （３４） ９０３９

ＴＥＬ：０４３ （２３１） ７３９７

ＦＡＸ：０４３ （２３１） ７６６６

ＴＥＬ：０４７９ （６３） ７６９１

ＦＡＸ：０４７９ （６３） ２８２９

ＴＥＬ：０３ （３８３７） ８４４１

ＦＡＸ：０３ （３８３７） ８４４２

ＴＥＬ：０３ （３８３７） ４４３７

ＦＡＸ：０３ （３８３９） ５８７５

ＴＥＬ：０４３ （２５７） ４２６２

ＦＡＸ：０４３ （２５７） ４２６４



電線 ケー ブル 他 資 材 専 業 特約 店

藤長電気株式会社
東関東支店

取締役支店長 須 山 由 一

〒２６３・００４２ 千 葉 市 稲 毛 区 黒 砂１－５－１４

Ｔ ＥＬＯ４３－２４１－２５５２ ＦＡ ＸＯ４３－２４１－２４７２

躍進する京葉地域のＣＡＴＶは

千葉アンテナへ

蘭
ロ
ロ
ロ
呂
ロ

ロ

ロ

ロ

０

０

口

．
面 「

．
１ ・

． ４ ．

’

姦 電波障害解決は

信頼 おける調 査から

　　　　 　　　　　　　ハ　ユ　　　ユ　　　

千葉アンテナ工事株式会社
電 話 ０４ ３ （２２４） ４３ ３１ ㈹

ＦＡＸ Ｏ４ ３ （２２ ４） ７９ ０７



自動試験機能でラン＝ングコストを低減！

インテリジェント 防災システム

ＲＸ遅一６

中規模から大規模までカバーする、 最大９系統の伝送システムを構築。
大型複合ビルにおける防災システムの信頼性向上に威力を発揮しますも

特 長 ㊥
● 操 作 性、視 認 性を 轟

大 幅にアップする 灘

大 型ＬＣＤタッチパ ネル

● 画 面 のハードコピー が 翁

可能な内蔵プリンタ

● 自動 試 験 機 能 付アナログ 式感 知 器 の 採用

雛
数

③ ＝Ψ７＝』株式会杜

鍵
ρ

千 葉 支店／ 〒２６２一〇〇３３ 千 葉 市 花 見 川 区 幕 張 本 郷 ５－１２－５ 含 ０４３ （２７５）７５７６ （代 表）

本 社／ 〒１５１－００７２ 東 京 都 渋 谷 区 幡 ヶ 谷 １－１１－６ 倉 ０３ （３４６８）１１１１ （代 表）

梱 麟麟鎌

いま、最も新しい防災テクノロジ

● Ｒ－ ２ ２Ｓ

こ
ミ

ゆ
　 　

　

へ

高 水 準ＧＲ”ス タ ン ダ ー ド
”
。

１０
，
０００ ㎡ の 建 物 に 対 応。

欝

灘
顯
懸
灘

●Ｒ－２２Ｍ一
使 いやすさと ハイスペックの 共存。

５０
，
０００ ㎡ の 建 物 に 対 応。

● Ｒ－ ２ ２Ｌ

一の結晶。

閉

大 規 模 建 物 の ため の 高 品 位 安 全 中 枢。
１００
，
０００ ㎡ の 建 物 に 対 応

。

ハ 騙 能 美 防 災 株 式 会 社 千葉支社／〒２６。℃８２ｉ 篠 市 嫉 鴎 草１一 糀 Ｔ・Ｌ（０４３）２６昏０３３霊Ｆ欲．（。４３）２６昏。３４４



非常電源配電設備の
御気軽に御相談下さい

社団法 人 日本 電気協 会認定品

● キュ ー ビクル式非 常専用 電源設 備

（消防庁 告示第７ 号適合品）

変 圧 器 容 量 の ２００ｋＶＡ ・３００ｋＶ Ａ ・ ５００ｋＶ Ａ の 各 種

・● 低 圧 で 受 電 す る 非 常 電 源 専用 の 配

電盤及び分電盤

（消防庁 告示 第１０号適合品）

配 電 盤 ・ 分 電 盤 の １ 種 ・ ２ 種

財 団法人 日本消 防設備安全 センター認定 品

● 加 圧送水 装置 等の制御 盤

（消 防 庁 第１１１号 第 ５ ・ １ 適 合 品）

消 火 栓 ポ ン プ 用 ・ ス プ リ ン ク ラ ー 用 の 制 御 盤 の 各 種

夢
、

・ゼ ”
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、紳
測

鰹 欝
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警 ・

。。
論 謎遜
麟

ユ ー ザ ー の 皆 様 と 共 に 伸 び ゆ く 本 社 〒１３６ 東 京 都 江 東 区 南 砂 ２ 丁 目 １０ 番１０ 号

㊥ ミヤコ電灘式會社 一 町総１欝難羅

欝時代の三≒ズに応えるＭｌＫＵＮｌ叢
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警
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一

嗜

難驚塁
欝 １

葦

「麟 疑

灘
粥、

灘灘灘鍵難

灘
ｗ ． 亭
’
藍

灘

一 営業品目
屋内外 キュー ビク ル式 高圧 受変電設備

配 電 盤 ・ 制 御 盤 ・ 分 電 盤 ・ 監 視 盤

キ ュー ビクル 式非常電 源専用 受 電設備

（ＰＦ － Ｓ形 １５０ｋＶＡ 屋 外 用 認 定 番 号 １２７号〉

（ＣＢ 形

（ＣＢ 形

（ＣＢ形

（ＣＢ形

（ＣＢ 形

１５０ｋＶＡ 〃 〃 ２６８号＞

３００ｋＶＡ 〃 〃 ２２６号）

３００ｋＶＡ 屋 内 用 〃 ２８１号）

５００ｋＶＡ 屋夕予』用 ク ２２５号）

５００ｋＶＡ 屋 内 用 〃 ２８０号）

非 常 電 源 用 分 電 盤（消 防 庁 告 示 ８ 号 適 合 認 定 品）

命 邦電機工業株式会社
本 社 及 営 業所 東 京 都 墨 田 区 本 所３丁 目２２番３号 〒１３０－０００４ 電 話 ０３（３６２４）３５１１㈹ ＦＡＸ．０３（３６２５）４６１６

水 戸 営 業 所 水 戸 市 泉 町 ２ 丁 目 ２ 番 ２９ 号 〒３１０－００２６ 電 話 ０２９２②４）２２６１ ＦＡＸ．０２９２（２Ｄ６４８４

宇 都 宮 営 業 所 宇 都 宮 市 花 園 町 ４ 番 １ 号 〒３２０・０８４３ 電 話 ０２８（６３５）１９５１ ＦＡＸＯ２８（６３５）１８９２

千 葉 営 業 所 千 葉 市 中 央 区 長 洲１丁 目２１番４号 〒２６０－０８５４ 電 話 ０４３（２２ＤＯ３３８ ＦＡＸ．０４３（２２ＤＯ６６８

茨 城 工 場 茨城 県 猿 島 郡 総 和 町 下 大 野２０００番 〒３０６－０２０４ 電 話 ０２８００２）０７５５ ＦＡＸＯ２８０㊥２）１０１４



先端技術で２１世紀を創造する

配 電 盤 製 造 販 売

△
ＣＨＩＢＡ ＤＥＮＫｌ

千葉電機株式会社
本社〒２６４・００１７千葉県 千葉市 若葉 区加曽利 町４７５－１

電 話 ０４３（２３１）８７５５（代）

ＦＡＸ Ｏ４３（２３２）０４７９

通 轡 ツ
トワークの相互コン 物 夕、、、 Ｏ

卜 ／ み ろ

Ｎ Ｔ Ｔ 特約 販 売 店 ・ 日 立 ・ 松 下 特 約 店

デ ジタ ル 交 換 機 ・ デ ジ タ ル ボ タ ン 電 話装 置 ・ ＦＡ Ｘ ・ コー ドレス オ フィ ス シス テ ム ・

コ ー ド レ ス ホ ー ム テ レ ホ ン ・ 各 種 電 話 機 器 ・ ワ ー プ ロ ・ パ ソ コ ン ・ オ フ ィ ス コ ン ピ ュ

ー タ ー ・ 通 信 ・ 情 報 機 器 の 販 売 ・ 設 計 ・ 据 付 ・ 保 守

⑪ 欝誌宮川電気通信工業㈱
公（０４３）２ ２５－１ ３１１（大代表）

千葉市中央区院内１－２－ｌＦＡｘ（０４３） ２ ２ ２－１ ３ ３ ０



受配電設備の総合メーカー

難愛知電機製作所
ＡＩＣ ＨＩ ＥＬＥＣ Ｔ ＲＩＣ Ｗ Ｏ Ｒ Ｋ Ｓ Ｃ Ｏ

．，
ＬＴ Ｄ
．

千葉 営業所 〒２６０－００２２ 千葉市中央 区神明 町２００番

秋葉コーポ２０３号

ＴＥＬ＝０４３－２３８－５４６１

ＦＡＸ：０４３－２３８－５７５０

纒潔欝欝κ鋸１鐙乙 舞羅躍灘簾た
．

ご論かδの縛躍の 縮 欝頚ぐハズー♪．

灘

ヤ壕

遡

攣饗

一
伽

漣轡議
舜 ／

声
鱒 ㌔

幾

光、最先端をめざして

ｌＷＡＳＡＫｌ

織

テ ー マ は 安 全 ・ 快 適

省エネ・ 環境対応

鰯 イワサキの 道 路 照 明

輪繋嘱； 野譲霧．
ＦＡＸＯ ４３（２６３）５７ ６１

播寮鞭聖



Ｒ型 の 歴 史 は ホ ー チ キ の 歴 史。
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１購澱
ｉ
＿。論蜘

■ 防 犯機 能 十ヒル 管 理支援 機 能搭 載

１■最 大９ ９ 台の分 散 処理 盤（４系 統）

［総 延 長 各 系 統 ２６ｋｍ］

１匿 １６ ０ ０ ０ の ア ト レ ス の 可 能 性

■ 光 フ ァ イ ハ ー ケ ー フ ル の 採 用

■ 自動 試 験機 能十 定期 自動 作動 試 験

十 ア ナ ロ ク 式 唇 知 器 の 汚 れ 検 出 ・

補正 十 予備 電源 定期 診断

■ タ ノ チ パ ネ ル 式９ ８ イ ン チ カ ラ ー

Ｔ Ｆ Ｔ 疲 晶 テ ィ ス プ レ イ （ヒ ク ト

クラ ム 表示） を樗 準 実装

□ 見 や す く わ か り や す い マ ノ ブ 機 能

の搭 載

■ 汎用 性の 高 いＲ型防 災ン ステ ム

（～ ４０ 万 岬 に対 応〉

■ 総合 操作 盤評 価制 度 対応

議
■
蟹
Ｒ
㎝
閣

離
墾
≧

懸
㎜

罵

繊

蟻
．．、．、．

藩

襲

墾
，振
・い
包

灘
灘
継
養
炉

難
欝
薦
夢

参

議
Ｋ
翌
Ｒ
㎝
閣

■ ２ 系 統 ２ ５ ４ ア ト レ ス か ら
、 １ ６

系 統２ ０３ ２ ア トレス に対 応

（１ 系 統１ ２７ア トレス）

■ プリ アラ ーム 機能 標準実 装

■ ア ナロ ク 値モ ニタ 機能標 準実 装

■ 月間 履 歴 機能 標準 実装

■ 設 計の 自 由度 を広 ける伝 送距 離

■ 汎用 性 の 高い アナ ンシェ ータ 接 続

可 能 （最大 ３ ９台〉

■ 壁 掛 ・ 自 立 型 の ２ タ イ ブ
、

８機 種の ラ イ ンアノ ブ

■ シ ン プル な 施工 性 ・操作 性

■ 低コ ス トて 自動 試 験に対 応

■ 総合 操作 盤 に対 応

■ 見や す い液晶 表 示、‘ わか りや す い音声 警 報
５
■ 非常 放送 新 規格 対応

■ 防排煙・ カス漏 れ警報機能 標準実装

■ 充実 のシ リ アル 移報 機能

歯醤笛騨欝継昌釜
千 葉 支 社 予 ２６０ ００２１ 千 葉 市 中 央 区 新 宿 ２ 丁 目３ 番６ 号 ＴＥＬ Ｏ４３ イ２４１｝５５９６ ＦＡＸ Ｏ４３ ｛２４７）７４４９

’『ＯＳ闘■ＢＡ

寿 ㌔ ６倍
く当社比〉

発熱量
約１／４

〈 当 社 比 〉

電気代
約１／４
〈 当 社 比 〉

以
阯
∩
ｙ
９
轍

の

率

く

具
合
器
適

騨 具
に合わせて・・

祝
電球形蛍 光ランプ

初柵ｚ
Ｆ 潔

薦難

譲。

鱗

讐
鋼
鱗臨

醗 い・

ｂ
澤

Ｅ Ｆ Ａ １ ４ Ｅ Ｌ Ｅ Ｆ Ｇ １ ４ Ｅ Ｎ Ｅ Ｆ Ｄ １ ３ Ｅ Ｄ・Ｚ

￥ １
，
８ ０ ０ （税 別） ￥ １

，
８ ００ （税 別 ） ￥ １

，
８ ０ ０ （税 別 ）

（世 界 最 小０９８１７ 新 聞 報 道 ）

ホ ー ム ペ ージを 公 開しました。
ホ ーム ペ ー ジアドレス ｈｔｔｐ＝〃 ｗ ｗ ｗ．ｔｌｔ．ｃｏ．ｌＰ１

講
驚
羅
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搬
灘

灘
講
饗
訂
メ

懸
翻
鞭

東 芝 ラ イ テ１リ ク 株 式 会 社 千 葉 営 業 部 〒２６ひ００２６ 千葉 市 中 央区 千 葉 港４－３ ＴＥＬ（０４３）２４７－７２１０



地域に貢献する地元のメーカー

９１測腎ｏ
太陽の限りない強力なエネルギーが美 しい自然 を育 み、
万物の生命の根源をなすように、 強烈 な情熱と技術力 に

よって豊かな都市づくりの一端を担っていきたい。

営業品目：高低圧受配電盤・監視 盤・各種制御盤

株式会社 大 東 電 機 製 作 所

代表取締役 大 薗 力

本 社 〒２６５－ＯＯ６１ 千 葉 市 若 葉 区 高根 町９１５－９３ ＴＥＬ Ｏ４３－４４５－６７５１ （代）

工 場 〒２８９－１１２６ 八街 市沖 字 中 沖６０１－１ ＦＡＸ Ｏ４３－４４５－６３２２ （代）

縣 お 　 じ

躍 羅．
罵

身近なくらしの中で、

活躍しています。 璽
門

囲 謬，
愚
ー
…
購
蕪

●景観照明

●スポーツ施設照明

●交通信号灯器

●道路情報表示システム

●道路気象観測システム

●駐車場案 内・管理システム

●鉄道車両用機器

●航空機・ 鉄道用シート

●衛生機器 ●環境調節機器

道 路 情 報 表 希 板 ’

駐 車 場 管 理 シス テ ム

セ“
魁
．
Ｆ 「

騨・灘蜘１鑛

察 尋 繭
ツ 施 設 照 明

．
（福 岡 桟 罵 云）

、
臥 ・

、
道 路 ・ 信 号 灯 共 架 柱

小糸工業株式会社 諜難総ｌｌｌ糠魏議瀟羅号謙１鷺欝畷灘 描
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Ｎ國Ｐ Ｐ Ｏ Ｎ Ａ Ｎ Ｔ Ｅ Ｎ Ｎ Ａ

ず… ＝ ７ 璽 ＝ ＝

多邑Ｆｌｐ，ネ地対応高性能

ＮＤＡ－７７０２Ｗ Ｂ
（双方向）
標 準 価 格 ￥ １ ０ ４，

０ ０ ０ （ 税 別 〉

●周 波数帯域 ：

１０～５５／７０～７７０ＭＨｚ
● 屋 内 型

、
イ コ ラ イ ザ 付

、
入 力 Ａ ＴＴ 付

●伝 送波数；ＣＡＴＶ７２

０標 準出力レ ベル１

上り１０５ｄＢμＶ／７０ＭＨｚ時
１００（ＥＱ４ｄＢ挿 入時）、
７７０ＭＨｚ時１０４ｄＢμＶ

ＣＡ『『Ｖづ』ス９
日 本 ア ン テ ナ の ＣＡＴＶ ブ ー ス タ は、７７０ ＭＨｚ広 帯 域 と

高出力 を誇る 多チャン ネ ル対 応。 定評あ る独 自技 術で、
ＣＡＴＶシ ス テ ム を 手 軽 に 実 現 し ま す。

懸一
　

欝繍

ー
難

鯉

糠

ま購

籍
竃

難

灘
雛 撚
羅１ 舞譲
難難欝灘灘

舞 鱗
　

１羅器轍騨

ＮＤＡ－７７０Ｄ（単方向）
標 準 価 格 ￥ ５ ４，０ ００ （税 別 ）

● 周 波 数 帯 域
，
７ ０ ～ ７ ７ ０ Ｍ Ｈ ｚ

● 屋 内 型
、
イ コ ラ イ ザ 付

、
入 力 Ａ ＴＴ 付

雛欝 縄
１０５ｄＢμＶ

＝＝

煮
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く ｛
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ア
ヰ 　 く ウ ヰ 　 ぐ ヰ

１級∵免’寓 謙耳講器ミ，：蝋 難 娘 轡 撚 線 賦‡
宝軸 猛 甜：鵬 輝 蜘‘隅 識｝七糖‘鉱‘灘七，‘
脚 鳳 や

．
爵 魯 軸 紬 毎 射 ”

．
・
’
艸

煙 史
靴 ・ ・ ’： 偽 艸 『艸 や ・

．
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ド モく や

み へ み
ヤ ヰ やく

ウ キ めド や
ヰ ヰ

響縣醗 難 顯鍵灘讐み 欝 難 雌震 ，朧ら膿 膿ちｉ懲ｉ翼 翻 難 欝 雛：驚翁
砿 や 蚊 ’ ・ 嘔 艸 艸 暫 ＾ ’． ”． ウ 脚

「
触 ♂ ・ ‘℃ 中 年

．

飾
・や

” 「
良 ”

八 榊 「
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．
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’
｛ や
「
轍
「
艸 妙 ｛ ｛

．
’ ・ 習 艸 郡 」 鰍
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へ もも ヰアヰ く け く

ア

ヤ
ぢ
ヘ ハ

タ
ヰ け

騨 ∵ナ ’駄
七
浄 働

ＩＳＯ ９００１ 認証

」 財 心３４５

ＮＣＡ－２Ｗ７７０
（双方向）
標 準 魎 格 ￥３７，０００ （税 別）

● 周 波 数 帯 域 ’

１ ０ ～ ５ ５／ ７ ０ ～ ７ ７ ０ Ｍ Ｈｚ

● 屋内型、イコライ ザ付、入力ＡＴＴ付

● 伝送波数 ＣＡＴＶ７２

０ 標準出カレ ベル，上りτ０５ｄＢμＶ／

７０ＭＨｚ時８８（ＥＱ４ｄＢ挿 入時）、
７７０ＭＨｚ時９２ｄＢμＶ

ＮＣＡ－７７０Ｐ
（双 方向上りパス）
標 準 価格 ￥ ３０，０００ （税 別）

● 周 波 数 帯 域．
１ ０ ～ ５ ５／７ ０ ～ ７ ７ ０ Ｍ Ｈｚ

● 屋 内 型
、
イ コ ラ イ ザ 付

●｛云送 波数：ＣＡＴＶ７２

● 標準出カ レベル：７０ＭＨｚ時８８（ＥＱ４ｄＢ挿 入時）、
７ ７ ０ Ｍ Ｈ ｚ時 ９ ２ ｄ Ｂ μＶ

情 報 逓 信 が 仕 事 で す「。

日本アンテナ 株 式 舎 融
本社／〒１１６－８５６１東京 都荒川区西尾久フー４９－８ 容（０３）３８９３－５２２１（大代）

團 信頼 の全 国ネッ トサー ビス ／２９営業所 がお 応え し宏す。

千 葉 営 業 所 〒２６０－ＯＢ４３ 干 葉 市 中 央 区 末 広２－１－１８ 留（０４３）２６５－６４０１ ＦＡＸ，（０４３）２６Ｂ’１２０５
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